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１ 概要 

平成29年6月7日から7月27日の期間中、日本付近に停滞した梅雨前線や台風等の影響で、

各地で大雨となった。 

6月19日頃から21日頃にかけては梅雨前線上を低気圧が東に進み、近畿地方の多いところで

日降水量が400ミリを超えるなど、西日本を中心に大雨となった。 

また、6月29日頃から7月6日頃にかけて、梅雨前線の活動が活発となり、台風第3号が日本

に上陸し、これらの影響で九州から東北地方で大雨・暴風となった。特に7月5日から6日にか

けては活動の活発な梅雨前線が停滞した影響等で、九州北部地方1の多いところで日降水量が500

ミリを超え（平成29年7月九州北部豪雨）、中国地方でも日降水量が300ミリを超えるなど、記

録的な大雨となった。 

その後7月22日頃から23日頃にかけては、梅雨前線が北陸地方から東北地方に停滞し、東北

地方の多いところで日降水量が200ミリを超えるなど大雨となった。 

このほか、6月29日に福岡県で、7月7日に鹿児島県で、7月16日から18日にかけて関東地

方で、7月27日に沖縄県で竜巻等の突風が発生した。 

これらの大雨等の影響で、土砂災害や河川の氾濫、浸水害等が発生し、甚大な被害となった。

特に6月30日頃からの梅雨前線による大雨や台風第3号による大雨等では、九州北部地方を中心

に土砂災害や河川の氾濫、浸水害等が相次ぎ、死者42名、行方不明者2名の人的被害が生じた。

また、7月22日頃からの梅雨前線による大雨では、東北地方を中心に河川の氾濫や浸水害等が発

生した（※）。 

 

※大雨や暴風による被害状況は以下の情報による。 

○内閣府 

6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について（平成30年1月17日12時00分現在）  

7月22日からの梅雨前線に伴う大雨による被害状況等について（平成29年8月9日18時00分現在） 

○国土交通省 

6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第3号による被害状況等について（平成30年1月17日11時00分現在） 

7月22日からの梅雨前線に伴う大雨による被害状況等について（平成29年8月9日16時00分現在） 

○消防庁 

平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第3号の被害状況及び消防機関等の対応状況等について（平成30年1月16日16時00分現在） 

平成29年7月22日からの梅雨前線に伴う大雨による被害状況等について（平成29年9月15日18時30分現在） 

 

[ 関連資料：資料1-1, 1-2, 4 ] 

 

 

 

 

                                                   
1 山口県を含む。以下同じ。 
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２ 気象の状況 

２－１ 大雨の状況 

（１）平成29年7月九州北部豪雨（7月5日から7月6日まで※） 

7月 5日から 6日にかけて、九州北部地方付近では、対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向か

って暖かく非常に湿った空気が流れ込んだ影響等で、線状降水帯が形成・維持された。このため、

猛烈な雨が同じ場所で降り続き、期間中の最大 1時間降水量が福岡県朝倉市朝倉で 129.5ミリに

達するなど、九州北部地方で記録的な大雨となった。 

九州北部地方では、7月 5日から 6日までの総降水量が福岡県朝倉市朝倉で 586.0ミリ、大分

県日田市日田で 402.5ミリとなるなど、7月の月降水量の平年値を超える大雨となったところが

あった。また、福岡県朝倉市や大分県日田市等で最大3時間降水量や最大24時間降水量が観測史

上1位の値を更新するなど、これまでの観測記録を更新する大雨となった。 

気象庁では、平成29年7月5日から6日に発生したこの豪雨について、「平成29年7月九州北

部豪雨」と命名した。 

 

 

福岡県朝倉市を流れる赤谷川（杷木星丸地区）の被害 

（7/7 気象台職員撮影） 

福岡県朝倉市山田地区の被害 

（九州地方整備局提供（7/13撮影）） 

  

花月川（大分県日田市）にかかるJR久大本線の橋梁の流出 

（8/10 気象台職員撮影） 

大分県日田市小野地区の地すべり 

（8/10 気象台職員撮影） 

 
 

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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（２）6月7日から7月27日までの梅雨前線等による大雨 

6月7日から6月10日まで 

 7日は、梅雨前線が九州付近に北上し、その後 9日にかけて南西諸島付近に南下した。その後

10日にかけて梅雨前線は奄美地方付近に北上し、前線上を低気圧が東へ進んだ。これらの影響で

全国的に雨となり、九州北部地方では多いところで日降水量が100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月7日 長崎県五島市福江（ﾌｸｴ） 121.5 ミリ 

6月8日 該当地点なし   

6月9日 該当地点なし   

6月10日 該当地点なし   

 

6月11日から6月14日まで 

11日は、梅雨前線が九州南部付近に北上した。その後、梅雨前線は12日から14日にかけて南

西諸島付近に南下して停滞した。この間、梅雨前線上に複数の低気圧が発生して東へ進んだ。こ

れらの影響で、全国的に雨となり、沖縄地方の多いところで日降水量 200ミリを超え、奄美地方

や九州南部でも多いところで日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月11日 鹿児島県西之表市種子島（ﾀﾈｶﾞｼﾏ） 108.0 ミリ 

6月12日 該当地点なし   

6月13日 沖縄県名護市名護（ﾅｺﾞ） 126.5 ミリ 

 鹿児島県与論町与論島（ﾖﾛﾝｼﾞﾏ） 114.5 ミリ 

6月14日 沖縄県名護市名護（ﾅｺﾞ） 231.5 ミリ 

 沖縄県東村東（ﾋｶﾞｼ） 231.5 ミリ 

 鹿児島県与論町与論島（ﾖﾛﾝｼﾞﾏ） 168.5 ミリ 

 

6月15 日から6月18日まで 

15日から 18日にかけて、梅雨前線は南西諸島付近に停滞し、先島諸島付近に発生した低気圧

が前線上を北東へ進んだ。また、日本海北部の低気圧が三陸沖へ進んだ。これらの影響で、沖縄

地方や関東地方、北日本では雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月15日 該当地点なし   

6月16日 該当地点なし   

6月17日 該当地点なし   

6月18日 該当地点なし   
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6月19日から6月21日まで※ 

 19日から 20日にかけて、梅雨前線は九州南部付近に北上した。21日は、四国付近に低気圧が

発生して前線上を北東へ進み、三陸沖に達した。また、山陰沖に低気圧が発生し、秋田沖に進ん

だ。これらの影響で、近畿地方では多いところで日降水量 400ミリを超える大雨となり、九州南

部や東海地方でも日降水量 300ミリを超えたところがあった。また、沖縄・奄美から東日本の太

平洋側を中心に、各地で日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月19日 沖縄県南城市糸数(ｲﾄｶｽﾞ) 245.0  ミリ 

6月20日 鹿児島県屋久島町屋久島(ﾔｸｼﾏ)  321.5  ミリ 

 宮崎県日南市深瀬（ﾌｶｾ） 229.0  ミリ 

 高知県土佐清水市三崎（ﾐｻｷ） 169.5  ミリ 

 大分県佐伯市蒲江（ｶﾏｴ） 105.0  ミリ 

6月21日 和歌山県古座川町西川（ﾆｼｶﾜ） 423.5  ミリ 

 静岡県伊豆市天城山（ｱﾏｷﾞｻﾝ） 326.0  ミリ 

 三重県熊野市熊野新鹿（ｸﾏﾉｱﾀｼｶ） 274.5  ミリ 

 奈良県下北山村下北山（ｼﾓｷﾀﾔﾏ） 190.5  ミリ 

 高知県馬路村魚梁瀬（ﾔﾅｾ） 178.5  ミリ 

 愛知県新城市作手（ﾂｸﾃﾞ） 175.0  ミリ 

 徳島県那賀町木頭（ｷﾄｳ） 151.0  ミリ 

 兵庫県洲本市洲本（ｽﾓﾄ） 138.5  ミリ 

 神奈川県箱根町箱根（ﾊｺﾈ） 137.5  ミリ 

 山梨県山中湖村山中（ﾔﾏﾅｶ） 134.0  ミリ 

 滋賀県大津市南小松（ﾐﾅﾐｺﾏﾂ） 106.0  ミリ 

 長野県王滝村御嶽山（ｵﾝﾀｹｻﾝ） 105.0  ミリ 

 京都府京都市京都（ｷｮｳﾄ） 104.5  ミリ 

 茨城県北茨城市北茨城（ｷﾀｲﾊﾞﾗｷ） 100.5  ミリ 

 

6月22日から6月25日まで 

 22日は三陸沖の低気圧が北東へ進み、その後、梅雨前線は九州南部から関東の東に停滞した。

これらの影響で西日本から東日本の太平洋側を中心に、多いところで日降水量 100ミリを超える

大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月22日 鹿児島県南種子町上中（ｶﾐﾅｶ） 140.5  ミリ 

6月23日 鹿児島県南種子町上中（ｶﾐﾅｶ） 186.0  ミリ 

6月24日 鹿児島県薩摩川内市八重山（ﾔｴﾔﾏ） 122.5  ミリ 

 宮崎県えびの市えびの 107.0  ミリ 

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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6月25日 高知県土佐清水市清水（ｼﾐｽﾞ）  179.0  ミリ 

 和歌山県串本町潮岬（ｼｵﾉﾐｻｷ）  168.0  ミリ 

 熊本県芦北町田浦（ﾀﾉｳﾗ）  146.0  ミリ 

 東京都利島村利島（ﾄｼﾏ） 108.0  ミリ 

 宮崎県西米良村西米良（ﾆｼﾒﾗ）  100.5  ミリ 

 

6月26日から6月28日まで 

 26日から 28日にかけて、梅雨前線が九州南部から関東の東に停滞したため、ほぼ全国的に雨

となり、九州南部では多いところで日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月26日 該当地点なし   

6月27日 鹿児島県屋久島町尾之間（ｵﾉｱｲﾀﾞ） 147.0  ミリ 

6月28日 該当地点なし   

 

6月29日から6月30日まで※ 

 29日から 30日にかけて、南西諸島を北上した熱帯低気圧や、対馬海峡から関東の東に停滞し

た梅雨前線の影響で、長崎県壱岐市芦辺ではこの期間の降水量が 434.0ミリとなり、最大１時間

降水量や最大24時間降水量等が観測史上１位の値を更新する大雨となった。また、九州北部地方

や中国地方では多いところで日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

6月29日 長崎県壱岐市芦辺（ｱｼﾍﾞ） 249.0 ミリ 

 福岡県福岡市小呂島（ｵﾛﾉｼﾏ） 112.0 ミリ 

6月30日 長崎県壱岐市芦辺（ｱｼﾍﾞ） 185.0 ミリ 

 広島県廿日市市廿日市津田（ﾊﾂｶｲﾁﾂﾀ） 113.0  ミリ 

 熊本県人吉市人吉（ﾋﾄﾖｼ） 106.5 ミリ 

 

7月1日から7月4日まで※ 

 1日から 4日にかけて、梅雨前線は北陸地方から東北地方に停滞した。また、台風第 3号が 4

日8時頃長崎県長崎市付近に上陸し、愛媛県や和歌山県に再上陸した。梅雨前線や台風の影響で、

この期間中の降水量が、北陸地方や甲信地方では多いところで 300ミリを超えるなど、九州南部

から東北地方の各地で日降水量100ミリを超える大雨となった。  

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月1日 高知県香美市大栃（ｵｵﾄﾞﾁ） 244.5  ミリ 

 新潟県糸魚川市糸魚川（ｲﾄｲｶﾞﾜ）  226.0  ミリ 

 富山県黒部市宇奈月（ｳﾅﾂﾞｷ） 205.5  ミリ 

 石川県七尾市七尾（ﾅﾅｵ） 166.5  ミリ 

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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7月1日 長野県小谷村小谷（ｵﾀﾘ） 155.5  ミリ 

 徳島県那賀町木頭（ｷﾄｳ） 150.5  ミリ 

 岐阜県下呂市宮地（ﾐﾔｼﾞ） 101.0  ミリ 

7月2日 新潟県阿賀町室谷（ﾑﾛﾔ） 125.5  ミリ 

7月3日 新潟県長岡市小国（ｵｸﾞﾆ） 156.5  ミリ 

 福島県只見町只見（ﾀﾀﾞﾐ） 121.0  ミリ 

 山形県酒田市上草津（ｶﾐｸｻﾂ） 102.5  ミリ 

7月4日 長野県松本市上高地（ｶﾐｺｳﾁ） 169.0  ミリ 

 茨城県常総市常総（ｼﾞｮｳｿｳ） 167.0  ミリ 

 宮崎県えびの市えびの 162.0  ミリ 

 熊本県阿蘇市阿蘇乙姫（ｱｿｵﾄﾋﾒ） 157.5  ミリ 

 岐阜県白川村白川（ｼﾗｶﾜ） 144.5  ミリ 

 福井県大野市大野（ｵｵﾉ） 138.0  ミリ 

 高知県仁淀川町鳥形山（ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ） 131.0  ミリ 

 石川県白山市白山白峰（ﾊｸｻﾝｼﾗﾐﾈ） 129.0  ミリ 

 長崎県雲仙市雲仙岳（ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ） 118.5  ミリ 

 新潟県魚沼市守門（ｽﾓﾝ） 113.5  ミリ 

 鹿児島県さつま町紫尾山（ｼﾋﾞｻﾝ） 108.0  ミリ 

 

7月5日から7月6日まで※ 

 5日は、台風第 3号が東へ進み、9時に日本の東で温帯低気圧となった。また、6日にかけて、

対馬海峡から本州南岸に梅雨前線が停滞し、前線に向かって暖かく非常に湿った空気が流れ込ん

だ影響で、九州北部地方の多いところで 500ミリ、中国地方でも 300ミリを超える日降水量を観

測するなど、西日本で記録的な大雨となった。 

平成29年7月九州北部豪雨については（１）に記載 

 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月5日 福岡県朝倉市朝倉(ｱｻｸﾗ) 516.0  ミリ 

 大分県日田市日田（ﾋﾀ） 336.0  ミリ 

 島根県浜田市波佐（ﾊｻﾞ） 320.0  ミリ 

 広島県北広島町八幡（ﾔﾜﾀ） 237.5  ミリ 

 熊本県南小国町南小国（ﾐﾅﾐｵｸﾞﾆ） 223.0  ミリ 

 山口県山口市徳佐（ﾄｸｻ） 102.5  ミリ 

 岡山県笠岡市笠岡（ｶｻｵｶ） 101.0  ミリ 

 鹿児島県十島村平島（ﾀｲﾗｼﾞﾏ） 100.0  ミリ 

7月6日 長崎県壱岐市芦辺（ｱｼﾍﾞ） 362.5  ミリ 

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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7月6日 佐賀県白石町白石（ｼﾛｲｼ） 310.5  ミリ 

 福岡県柳川市柳川（ﾔﾅｶﾞﾜ） 247.5  ミリ 

 熊本県玉名市岱明（ﾀｲﾒｲ） 219.0  ミリ 

 鹿児島県伊佐市大口（ｵｵｸﾁ） 150.0  ミリ 

 宮崎県えびの市加久藤（ｶｸﾄｳ） 147.0  ミリ 

 大分県竹田市竹田（ﾀｹﾀ） 113.5 ミリ 

 

7月7日 

 7日は、朝鮮半島から日本の南に停滞した梅雨前線の影響で、西日本では雨となり、九州北部

地方では多いところで日降水量が200ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月7日 福岡県北九州市八幡（ﾔﾊﾀ） 203.5 ミリ 

 熊本県山都町山都（ﾔﾏﾄ） 122.5 ミリ 

 

7月8日から7月9日まで 

 8日から9日にかけて、朝鮮半島から西日本にのびる梅雨前線の影響で、西日本では雨となり、

九州南部では多いところで日降水量が 200ミリを超える大雨となったほか、中国地方や四国地方

でも日降水量が多いところで100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月8日 鹿児島県鹿屋市吉ケ別府（ﾖｼｶﾞﾍﾞｯﾌﾟ） 230.0 ミリ 

7月9日 島根県飯南町赤名（ｱｶﾅ） 144.5 ミリ 

 徳島県上勝町福原旭（ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ） 109.5 ミリ 

 

7月10日から7月11日まで 

 10日から 11日にかけて、梅雨前線が北上して対馬海峡から北海道にかけてのびたため、西日

本から北日本の日本海側では雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月10日 該当地点なし   

7月11日 該当地点なし   

 

7月12日から7月14日まで※ 

 12日は、梅雨前線は九州北部地方付近から北海道にかけてのび、その後、14日にかけて東北地

方付近に停滞した。この影響で全国的に雨となり、この期間中の降水量が、岐阜県の多いところ

で200ミリを超えるなど、東海地方では多いところで日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月12日 該当地点なし   

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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7月13日 静岡県静岡市静岡（ｼｽﾞｵｶ） 123.5 ミリ 

7月14日 岐阜県美濃加茂市美濃加茂（ﾐﾉｶﾓ） 128.5 ミリ 

 

7月15日 

 15日は、日本の南に中心を持つ高気圧に覆われて全国的に晴れたが、湿った空気の影響で全国

的に所々で雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月15日 該当地点なし   

 

7月16日から7月18日まで※ 

 16日は、梅雨前線が東へ進み、朝鮮半島から東北地方に停滞した。その後、18日にかけて、前

線上に低気圧が発生して東へ進み、梅雨前線は南下し、朝鮮半島から西日本にかけてのびた。こ

の影響で、北陸地方や東北地方では多いところで日降水量200ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月16日 秋田県北秋田市阿仁合（ｱﾆｱｲ） 160.5  ミリ 

7月17日 岩手県洋野町種市（ﾀﾈｲﾁ） 112.5  ミリ 

7月18日 福島県只見町只見（ﾀﾀﾞﾐ） 251.0  ミリ 

 新潟県加茂市宮寄上（ﾐﾔﾖﾘｶﾐ） 219.0  ミリ 

 熊本県八代市八代（ﾔﾂｼﾛ） 104.0  ミリ 

 

7月19日から7月21日まで 

 19日から20日にかけては、梅雨前線はサハリン付近に停滞した。その後21日にかけて、前線

上を低気圧が北東へ進み、梅雨前線は北海道付近まで南下した。前線や四国沖の低気圧の影響で

西日本を中心に雨となり、九州南部では多いところで日降水量100ミリを超える大雨となった。 

［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月19日 鹿児島県鹿児島市喜入（ｷｲﾚ） 110.5 ミリ 

7月20日 該当地点なし   

7月21日 該当地点なし   

 

7月22日から7月26日まで※ 

 22日から 24日にかけては、梅雨前線は北陸地方から東北地方に停滞し、前線に向かって暖か

く湿った空気が流れ込んだ。この間、複数の低気圧が前線上を東へ進んだ。これらの影響で、こ

の期間中の降水量が秋田県の多いところで 300ミリを超え、北陸地方や東北地方の各地で 200ミ

リを超える大雨となった。また、九州北部地方から関東甲信地方にかけて、各地で日降水量 100

ミリを超える大雨となった。 

 

                                                   
※ この期間について、付属の資料に降水量分布図や気象情報等の発表状況等を掲載した。 
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［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月22日 秋田県横手市横手（ﾖｺﾃ） 262.0  ミリ 

7月22日 青森県平川市温川（ﾇﾙｶﾜ） 142.0  ミリ 

 岩手県西和賀町湯田（ﾕﾀﾞ） 116.0  ミリ 

 熊本県湯前町湯前横谷（ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ） 100.5  ミリ 

7月23日 秋田県仙北市鎧畑（ﾖﾛｲﾊﾞﾀ） 228.5  ミリ 

 岩手県雫石町葛根田（ｶｯｺﾝﾀﾞ） 205.0  ミリ 

 新潟県佐渡市秋津（ｱｷﾂ） 134.0  ミリ 

 山形県酒田市上草津（ｶﾐｸｻﾂ） 119.0  ミリ 

7月24日 鳥取県鳥取市鹿野（ｼｶﾉ） 171.5  ミリ 

 新潟県阿賀町津川（ﾂｶﾞﾜ） 144.5  ミリ 

 山形県小国町小国（ｵｸﾞﾆ） 117.5  ミリ 

7月25日 富山県富山市富山（ﾄﾔﾏ） 148.0  ミリ 

 栃木県大田原市大田原（ｵｵﾀﾜﾗ） 136.5  ミリ 

 島根県松江市鹿島（ｶｼﾏ） 136.0  ミリ 

 兵庫県豊岡市豊岡（ﾄﾖｵｶ） 115.5  ミリ 

 鳥取県境港市境（ｻｶｲ） 108.5  ミリ 

 石川県金沢市医王山（ｲｵｳｾﾞﾝ） 103.0  ミリ 

7月26日 長野県南木曽町南木曽（ﾅｷﾞｿ） 127.0  ミリ 

 群馬県桐生市桐生（ｷﾘｭｳ） 109.5  ミリ 

 宮崎県えびの市えびの 103.5  ミリ 

 

  
秋田県大仙市福見町の被害 

（秋田県提供（7/23撮影）） 

秋田県大仙市協和下淀川地区の被害 

（秋田県提供（7/23撮影）） 

 

7月27日 

 27日は、四国地方から関東地方にのびる梅雨前線が東へ進み、前線に向かって湿った空気が流

入した。この影響で、西日本から関東地方では雨となり、東海地方では日降水量が多いところで

100ミリを超える大雨となった。 
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［日降水量100ミリ以上を観測した主な地点］ 

7月27日 三重県尾鷲市尾鷲（ｵﾜｾ）  144.0 ミリ 

[ 関連資料：資料2-1 ～ 2-6 ] 

 

２－２ 台風による暴風・波浪・高潮の状況（7月1日から7月5日まで※） 

（１）暴風 

 台風第3号の影響により、高知県室戸市室戸岬で最大風速38.4メートルの猛烈な風を観測した。

また、東京都三宅村三宅坪田で 29.1メートル、長崎県長崎市野母崎で 27.2メートルの最大風速

を観測するなど、沖縄地方や九州北部地方、近畿地方、伊豆諸島で非常に強い風を観測した。 

 

[ 関連資料：資料2-7 ～ 2-9 ] 

 

（２）波浪 

 台風第 3号の影響により、3日は先島諸島で有義波高が 4メートルを超えるしけとなった。台

風が九州に上陸後、関東の東に進んだ 4日から 5日朝にかけて、九州や四国地方及び近畿地方の

太平洋側、伊豆諸島で有義波高が4メートルを超えるしけとなった。 

 

[ 関連資料：資料2-10 ] 

 

（３）高潮 

台風第 3号の影響により、4日昼前から昼過ぎにかけて、愛媛県宇和島市宇和島と佐賀県太良

町大浦で最大潮位偏差が50センチ以上となった。愛媛県宇和島市宇和島では、4日明け方に最高

潮位が標高85センチ、4日昼過ぎに最大潮位偏差が62センチとなった。 

 

[ 関連資料：資料2-11 ] 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
※ 台風の影響のあった期間について、付属の資料中に風・波・高潮の分布図や観測表を掲載した。 
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２－３ 突風の状況（6月7日から7月27日まで） 

 6月7日から7月27日の期間、台風や前線の影響等により大気の状態が非常に不安定となった

ため、各地で突風による被害が発生した。神奈川県と福岡県では、日本版改良藤田スケールでJEF1

の突風が発生した。 

 各地の気象台では、被害をもたらした突風現象を明らかにするため、現地調査等を実施し、被

害状況や証言などから、次のとおり突風現象の種類や強さを評定した。 

 

竜巻等の突風の発生状況 （6月7日～7月27日） 
 

発生場所 発生日時 被害状況 
突風現象 

種類 
日本版改良藤田 
スケール 

風速 階級 

① 
沖縄県島尻郡久

米島町 6月14日 13時頃 テントの破損 特定に至らず 評定に至らず 

② 高知県室戸市 6月21日 04:50頃 非住家の屋根ふき材の飛散 特定に至らず 約30m/s JEF0 

③ 
福岡県福岡市、

糟屋郡新宮町 6月29日 22時頃 
住家の屋根瓦の飛散、ビニ

ールハウスの倒壊 竜巻 約40m/s JEF1 

④ 
和歌山県日高郡

みなべ町 7月4日 16:30頃 
農業用ハウスの鋼管変形や

倒壊 特定に至らず 約35m/s JEF0 

⑤ 埼玉県草加市 7月4日 22時頃 住家の屋根瓦のめくれ 特定に至らず 約35m/s JEF0 

⑥ 
鹿児島県南九州

市 7月7日 19:30頃 
住家の屋根瓦の飛散、ビニ

ールハウスの倒壊 竜巻 約35m/s JEF0 

⑦ 山形県米沢市 7月14日 17:00頃 
非住家の屋根ふき材の剥離

や飛散 特定に至らず 約30m/s JEF0 

⑧ 
埼玉県上尾市、

桶川市 7月16日 18:30頃 露店のテントの転倒 ガストフロント 評定に至らず 

⑨ 栃木県大田原市 7月17日 20:40頃 住家の屋根瓦のめくれ、農
業用ハウスの倒壊 ダウンバースト 約35m/s JEF0 

⑩ 新潟県佐渡市 7月17日 23:50頃 住家の窓ガラスの破損 特定に至らず 約38m/s JEF0 

⑪ 新潟県佐渡市 7月17日 23:50頃 住家のアンテナの折損 特定に至らず 約30m/s JEF0 

⑫ 
神奈川県茅ヶ崎

市 7月18日 14:00頃 樹木の根返り 特定に至らず 約30m/s JEF0 

⑬ 
神奈川県茅ヶ崎

市 7月18日 14時頃 
住家の屋根のトタンのめく

れ 特定に至らず 約30m/s JEF0 

⑭ 
神奈川県茅ヶ崎

市 7月18日 14時頃 樹木の傾き 特定に至らず 評定に至らず 

⑮ 神奈川県藤沢市 7月18日 14時頃 樹木の幹折れ 特定に至らず 約45m/s JEF1 

⑯ 東京都豊島区 7月18日 15:00頃 倒木 
ダウンバースト

または 
ガストフロント 

評定に至らず 

⑰ 沖縄県（海上） 7月27日 06:40頃 被害なし 竜巻 評定に至らず 
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竜巻等の突風発生地点 （6月7日～7月27日） 

 

【地図の出典：地理院地図】 

 

突風による主な被害 （6月7日～7月27日） 

  
倒壊したビニールハウス 

（福岡県糟屋郡新宮町 6/29 気象台職員撮影） 
屋根瓦が一部はがれた住家 

（鹿児島県南九州市 7/7 気象台職員撮影） 
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※日本版改良藤田スケール（JEFスケール） 

米国シカゴ大学の藤田哲也により1971年に考案された藤田スケールを、日本国内で発生する竜

巻等突風の強さをより的確に把握できるようにするため、米国の改良スケールを参考にしつつ、

日本の建築物等の特徴を加味し、最新の風工学の知見を取り入れて策定した風速のスケールです。 
階級 風速(m/s)の範囲 

(3秒値) 
主な被害の状況(参考) 

JEF0 25-38 ・木造の住宅において、目視でわかる程度の被害、飛散物による窓ガラスの損壊が発

生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。 

・園芸施設において、被覆材(ビニルなど)がはく離する。パイプハウスの鋼管が変形

したり、倒壊する。 

・物置が移動したり、横転する。 

・自動販売機が横転する。 

・コンクリートブロック塀(鉄筋なし)の一部が損壊したり、大部分が倒壊する。 

・樹木の枝(直径2cm～8cm)が折れたり、広葉樹(腐朽有り)の幹が折損する。 

JEF1 39-52 ・木造の住宅において、比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。

屋根の軒先又は野地板が破損したり、飛散する。 

・園芸施設において、多くの地域でプラスチックハウスの構造部材が変形したり、倒

壊する。 

・軽自動車や普通自動車(コンパクトカー)が横転する。 

・通常走行中の鉄道車両が転覆する。 

・地上広告板の柱が傾斜したり、変形する。 

・道路交通標識の支柱が傾倒したり、倒壊する。 

・コンクリートブロック塀(鉄筋あり)が損壊したり、倒壊する。 

・樹木が根返りしたり、針葉樹の幹が折損する。 

JEF2 53-66 ・木造の住宅において、上部構造の変形に伴い壁が損傷(ゆがみ、ひび割れ等)する。

また、小屋組の構成部材が損壊したり、飛散する。 

・鉄骨造倉庫において、屋根ふき材が浮き上がったり、飛散する。 

・普通自動車(ワンボックス)や大型自動車が横転する。 

・鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。 

・カーポートの骨組が傾斜したり、倒壊する。 

・コンクリートブロック塀(控壁のあるもの)の大部分が倒壊する。 

・広葉樹の幹が折損する。 

・墓石の棹石が転倒したり、ずれたりする。 

JEF3 67-80 ・木造の住宅において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。 

・鉄骨系プレハブ住宅において、屋根の軒先又は野地板が破損したり飛散する、もし

くは外壁材が変形したり、浮き上がる。 

・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが比較

的広い範囲で変形する。 

・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的狭い範囲で屋根ふき材がはく離したり、

脱落する。 

・鉄骨造倉庫において、外壁材が浮き上がったり、飛散する。 

・アスファルトがはく離・飛散する。 

JEF4 81-94 ・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的広い範囲で屋根ふき材がはく離したり、

脱落する。 

JEF5 95-＿ ・鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において、上部構造が著しく変形したり、倒壊

する。 

・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが著し

く変形したり、脱落する。 

日本版改良藤田スケールに関するガイドライン： 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/tornado/kentoukai/kaigi/2015/1221_kentoukai/
guideline.pdf 
 

 

 

 

 

 

 

http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/tornado/kentoukai/kaigi/2015/1221_kentoukai/
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３ 気象庁の対応状況 

３－１ 気象警報等の発表等による対応 

 6月7日から7月27日の期間中、梅雨前線の活動が断続的に活発となったほか、台風第3号が

日本に接近・上陸した。これらの気象現象に伴う大雨や暴風等が予想された際には、気象情報や

特別警報・警報等を発表して、警戒を呼びかけた。 

 気象庁本庁では、梅雨前線等による大雨等が予想された際には、大雨に関する全般気象情報を

発表し、土砂災害や低地の浸水、河川の増水や氾濫等について厳重な警戒を呼びかけた。また、

台風第 3号の接近に伴い、大雨や暴風等が予想された際には、台風に関する全般気象情報を発表

し、大雨や洪水、暴風、高波、高潮の予想される地方に対して、土砂災害や低地の浸水、河川の

増水や氾濫、暴風、高波、高潮について厳重な警戒を呼びかけた。 

 各地の気象台等では、大雨や台風等に関する地方気象情報や府県気象情報を発表するとともに、

大雨、洪水、暴風、波浪、高潮の各警報を発表して警戒を呼びかけた。特に、活動が活発となっ

た梅雨前線等によって記録的な大雨となった島根県や福岡県、大分県では大雨特別警報を発表し、

最大級の警戒を呼びかけた。また、土砂災害の危険度が高まった市町村等に対しては、各都道府

県砂防部局と共同して土砂災害警戒情報を発表し、厳重な警戒を呼びかけた。さらに、河川の増

水や氾濫のおそれのある、または氾濫の発生した予報区域に対しては、国土交通省や都道府県と

共同して指定河川洪水予報を発表した。また、数年に一度程度しか発生しない大雨を観測・解析

した場合には記録的短時間大雨情報を発表し、厳重な警戒を呼びかけたほか、島しょ部において

記録的な大雨となった地域がある長崎県や新潟県では、見出し文のみの気象情報を発表し、一層

の警戒を呼びかけた。 

 

[ 関連資料：資料3-1 ～ 3-6 ] 

 

３－２ 気象庁本庁における対応 

３－２－１ 気象庁の体制 

 気象庁本庁は、梅雨前線や台風第 3号が接近したことに伴い、7月 3日に警戒体制をとり、そ

の後、島根県に大雨特別警報を発表したことを受け、7月5日に非常体制をとった（平成30年1

月5日に非常体制を警戒体制へ切り替え、平成30年1月9日現在、警戒体制を継続中）。また、

梅雨前線による東北地方の大雨により、雄物川上流に氾濫発生情報を発表したことを受け、7月

23日から8月9日までの期間、警戒体制をとった。 

日時 体制の詳細 

平成29年7月3日21時00分 梅雨前線及び台風第3号接近に伴う警戒体制 

平成29年7月5日5時55分 
島根県への大雨特別警報の発表に伴う非常体制（のちに福岡県・大分県にも大雨特別警報

を発表） 

平成30年1月5日18時00分 
島根県・福岡県・大分県への大雨特別警報発表に伴う非常体制を警戒体制へ切り替え 

※平成30年1月9日現在 警戒体制を継続中 

平成29年7月23日9時00分 雄物川上流への氾濫発生情報の発表に伴う警戒体制 

平成29年8月9日17時00分 雄物川上流への氾濫発生情報の発表に伴う警戒体制解除 
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３－２－２ 報道発表及び記者会見 

 気象庁本庁は、大雨特別警報を発表した際などに記者会見を開催して報道発表を行い、気象の

見通し等について説明を行った。 

日時 種別 内容 

7月5日7時00分 記者会見・報道発表 島根県に特別警報発表 

7月5日19時00分 記者会見・報道発表 福岡県に特別警報発表 

7月5日21時00分 記者会見・報道発表 福岡県・大分県に特別警報発表 

7月6日15時30分 記者会見・報道発表 九州北部地方の大雨の見通しについて 

 

３－２－３ 政府及び関係機関との連携 

（１）関係省庁災害対策会議等への出席 

 気象庁本庁は、この期間中、関係省庁災害対策会議等に出席し、関係省庁に対して大雨や暴風

の状況や今後の気象の見通し等の解説を行った。7月3日以降に開催された会議は以下のとおり。 

日時 会議 出席者 

7月3日12時30分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害警戒会議 (2) 

7月5日11時30分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議 (2) 

7月6日7時30分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第2回） (1) 

7月6日16時30分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第3回） (2) 

7月7日16時00分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第4回） (3) 

7月9日11時30分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第5回） (3) 

7月10日16時00分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第6回） (3) 

7月13日16時00分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第7回） (2) 

7月19日17時45分 6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号に係る関係省庁災害対策会議（第8回） (2) 

7月24日15時30分 7月22日からの梅雨前線に伴う大雨に係る関係省庁災害対策会議 (3) 

出席者：(1)気象庁次長、(2)総務部参事官（気象・地震火山防災）、(3)予報部予報課気象防災推進室防災気象官 

 

（２）国土交通省との連携 

気象庁本庁は、この期間中、国土交通省災害対策連絡調整会議等に出席し、省内各局等に対し

て、大雨や暴風の状況や今後の気象の見通し等の解説を行った。7月 3日以降に開催された会議

は以下のとおり。 

日時 会議 出席者 

7月3日13時30分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月5日13時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月5日22時00分 第１回６月３０日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第３号に関する災害対策本部会議 (1) 

7月6日18時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月7日10時30分 第２回６月３０日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第３号に関する災害対策本部会議 (1) 

7月9日13時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (4) 

7月10日9時30分 第３回６月３０日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第３号に関する災害対策本部会議 (1) 

7月10日18時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月11日17時30分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (3) 

7月13日18時30分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月20日10時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

7月24日10時10分 平成２９年梅雨前線による一連の大雨に関する災害対策本部会議 (1) 

7月25日10時00分 国土交通省災害対策連絡調整会議 (2) 

出席者：(1)気象庁長官、(2)総務部参事官（気象・地震火山防災）、(3)予報部業務課気象防災情報調整室長、(4)予報部予報課

気象防災推進室防災気象官 
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３－３ 政府調査団への職員派遣 

7月 7日の福岡県への政府調査団（団長：内閣府副大臣）に予報部業務課長及び福岡管区気象

台気象防災部気象防災情報調整官を派遣した（その他、福岡管区気象台から気象庁職員計 2名が

随行として参加）。また、7月9日の福岡県及び大分県への政府調査団（団長：内閣府特命担当大

臣（防災））に総務部参事官（気象・地震火山防災）及び大分地方気象台長を派遣した（その他、

大分地方気象台から気象庁職員計2名が随行として参加）。 

 

３－４ 気象台における都道府県及び市町村等への支援・協力状況 

各地の気象台では、この期間中、梅雨前線による大雨や台風の接近など、顕著な気象現象が予

想される場合等に、都道府県及び市町村等の防災関係機関や報道機関等に対し、説明会の実施や

電話連絡等を通じて、気象の見通しの解説や注意喚起を行った。また、防災関係機関からの問い

合わせに対応するとともに、都道府県災害対策本部等には職員を派遣して気象解説を行った。さ

らに、災害発生後には、気象の見通しの資料提供や解説を適宜に実施するなど、災害復旧活動へ

の支援を行った。 
特に平成29年7月九州北部豪雨では、災害発生後に、自治体及び防災関係機関による捜索・復

旧活動や自治体による避難判断を支援するため、被災した福岡県朝倉市、東峰村及び大分県日田

市の災害対策本部に職員を派遣し、災害対策本部において毎日気象解説を実施した。また、避難

判断を要する気象状況において随時気象の見通しに関する資料提供やきめ細かな解説を行った。 

 
[ 関連資料：資料3-7 ] 

 

３－５ 平成29年7月九州北部豪雨をもたらした大雨の発生要因の調査 

 気象庁気象研究所では、平成 29年 7月 5日から6日の福岡県・大分県での大雨（平成 29年 7

月九州北部豪雨）の発生要因を調査し、以下の内容を平成29年7月14日に公表した。 

 

 ○対馬海峡付近に停滞した梅雨前線の南側 100～200kmに位置した九州北部付近の大気下層に

は、太平洋高気圧の縁をまわるようにして南西風によって東シナ海から大量の暖かく湿った

空気が流入していた。また、 その一部は玄界灘で方向を変え、脊振山地東側で収束していた。 

○上空5500m付近には、平年よりも気温が約3℃低い-7℃以下の寒気が流入していたため、九

州北部付近は積乱雲が非常に発達しやすい不安定な大気状態となっていた。 

○不安定な大気状態が持続する中、先行した降雨で冷却された空気により九州北部の地表の温

度傾度帯が強化され、その付近で積乱雲が次々と発生し、それらが東西に連なることで線状

降水帯が形成された。 

○数値シミュレーションの結果から、この線状降水帯の強化・維持には、脊振山地が寄与して

いた可能性がある。 

 

[ 関連資料：資料3-8 ] 

 



- 17 - 

３－６ 顕著な気象現象等の気象経過と気象警報等発表状況に関する市町村別解説 

 6月7日から7月27日の期間に発生した気象現象のうち、気象現象やそれに伴う災害が特に顕

著であった市町村等を取り上げ、気象の経過や、情報の発表状況及び市町村等に対する支援状況

等、気象台の対応について解説する。具体的な対象は以下のとおり。 

○7月 4日頃から 6日頃にかけて、対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって暖かく湿った

空気が流れ込んだ影響で、九州北部地方や中国地方を中心に大雨となった。この気象現象に

関して、島根県浜田市、福岡県朝倉市及び大分県日田市を取り上げる。 

○7月 22日頃から 26日頃にかけて、東北地方付近に停滞した梅雨前線の影響で東北地方を中

心に大雨となり、雄物川やその支川等で氾濫が発生した。この気象現象に関して、秋田県大

仙市を取り上げる。 

 

   

【地図の出典：地理院地図】 
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（１）7月4日から5日にかけての中国地方を中心とする大雨 【島根県浜田市】 

7月 4日から 5日にかけて、梅雨前線が日本海からゆっくりと南下し、朝鮮半島から中国地方

に停滞した。この前線に向かって南西から暖かく湿った空気が流れ込んだため、前線の活動が活

発となった。島根県では4日夜から5日朝にかけて記録的な大雨となり、5日5時55分に浜田市、

益田市、邑南町、津和野町に大雨特別警報を発表した。 

浜田市波佐で5日2時45分までの1時間に82.0ミリの雨を観測し、観測史上１位の値を更新

するなど記録的な大雨となった。この大雨により、浸水害や土砂災害等が発生した。  

 

①島根県浜田市に対する警報等の発表状況及び気象の状況 

松江地方気象台では、浜田市を対象に、4日 23時 24分に大雨警報（土砂災害、浸水害）及び

洪水警報、5日5時55分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を発表した。 

 

■警報等の発表経過及び気象の経過 

○ 7月4日夕方～夜遅く 

4日夕方の時点で、日本海にある梅雨前線が 4日夜遅くにかけてゆっくり南下して 5日は西日

本に停滞し、4日夜遅くから 5日明け方にかけて島根県で大雨となることが予想された。このた

め、松江地方気象台は、4日 17時発表の天気予報に併せて、4日 18時～5日 24時の時間帯につ

いて雨の警報級の可能性［中］を発表した。 

4日夜遅くにかけての雨の状況は、おおむね予想どおりに推移し、21時06分に大雨注意報を発

表した。その後、島根県の西海上及び島根県西部で1時間に50ミリ以上の非常に激しい雨が解析
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され、その後も島根県西部で非常に激しい雨が続くことが見込まれたことから、23時 24分に大

雨警報（土砂災害、浸水害）を発表した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

4 夜のはじめ頃、島根県の西海上で、激しい雨が解析された。 

 
 

2106 大雨注意報発表、洪水注意報発表 

 土砂災害 注意報級 ５日明け方から昼過ぎまで 

浸水   注意報級 ５日未明から昼前まで １時間最大雨量 ３０ミリ 

洪水   注意報級 ５日未明から昼前まで 

２２時頃から、島根県の西海上から島根県西部へ、雨雲が次々に進んでくるようになり、
２３時に浜田市で１時間に約５０ミリの雨が解析された。 

2324 大雨警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報発表 

  土砂災害 警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼過ぎまで 

浸水   警報級 ５日明け方まで １時間最大雨量 ５０ミリ 

     注意報級 ５日昼前まで 

洪水   警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼前まで 

 2355 大雨と突風及び落雷に関する島根県気象情報 第１号 

 梅雨前線が日本海からゆっくりと南下し、５日にかけて西日本に停滞する見込み。 

西部では、５日明け方にかけて非常に激しい雨の降るおそれ。 

５日００時から６日００時までに予想される２４時間降水量は、西部１００ミリ、４

日から５日にかけて予想される１時間降水量は、多い所で西部５０ミリ。 

 

○ 7月5日未明 

4日夜遅くから 5日未明にかけては、島根県の西海上から島根県西部へ次々と発達した雨雲が

進み、浜田市と益田市に繰り返し非常に激しい雨が降り、土砂災害の危険度が高くなった。その

後も非常に激しい雨の降り続くおそれがあったため、5日0時15分に土砂災害警戒情報を発表し

て更なる警戒を呼びかけた。 

5日 2時頃から、島根県の西海上から島根県西部にかけて線状降水帯が形成されはじめ島根県

西部では猛烈な雨が降り、3時以降、浜田市内で50年に一度の大雨となった地域が広がりはじめ

た。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 0005 浜田市へ気象台からの電話連絡 

 「土砂災害警戒情報発表する予定。土砂災害に対する厳重な警戒を。」 

0015 土砂災害警戒情報発表 

0059 大雨と突風及び落雷に関する島根県気象情報 第２号 

 活動が活発な梅雨前線が南下しているため、大気の状態が非常に不安定となり、西部

では、５日明け方にかけて非常に激しい雨の降るおそれ。 

５日００時から６日００時までに予想される２４時間降水量は、多い所で西部１００

ミリ、５日に予想される１時間降水量は、多い所で西部５０ミリ。 

0127 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

  土砂災害 警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼過ぎまで 

浸水   警報級 ５日明け方まで １時間最大雨量 ５０ミリ 

     注意報級 ５日昼前まで 

洪水   警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼前まで 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 0204 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

  土砂災害 警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼過ぎまで 

浸水   警報級 ５日明け方まで １時間最大雨量 ５０ミリ 

     注意報級 ５日昼前まで 

洪水   警報級 ５日明け方まで 

     注意報級 ５日昼前まで 

２時頃から、線状降水帯が形成され、島根県西部を横切って停滞し始める。２時４５分、
浜田市波佐で１時間降水量８２．０ミリを観測し、観測史上１位の値を更新した。 

 

○ 7月5日明け方 

線状降水帯は島根県西部に停滞しており、その後も島根県西部では大雨が持続すると見込まれ

たため、浜田市へ気象台からの電話連絡を実施して更なる警戒を呼びかけた。 

5日3時30分頃、線状降水帯が一時的に不明瞭になったが、発達した雨雲は海上から島根県西

部へ次々に進んできており、引き続き非常に激しい雨が降った。浜田市内の周布川の水位が急上

昇したため、5時10分に周布川氾濫警戒情報を発表した。4時から5時30分頃にかけて、島根県

西部を東西に横切って再び線状降水帯が形成され、50年に一度の大雨となっている地域が更に広

がり、その後も大雨が続くと予想されたことから、浜田市に対して首長ホットラインにより最大

級の警戒を呼びかけるとともに、5時55分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を発表した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 ３時には浜田市波佐で降り始めからの降水量が２００ミリを超えた。 

0304 浜田市へ気象台からの電話連絡 

 「50年に一度の大雨となっている所があることから、警戒を強めるよう。」 

0349 
 
 

大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 土砂災害 警報級 ５日昼過ぎまで 

注意報級 ５日夜遅くまで 

浸水   警報級 ５日昼前まで １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ５日昼過ぎまで 

注意報級 ５日夕方まで 

4時頃、島根県西部を東西に横切って再び線状降水帯が形成され、停滞し始める。 

0404 浜田市へ気象台からの電話連絡 

 「現在、線状降水帯が形成されている。昭和63年の大雨に匹敵している。」 

0510 周布川水系周布川氾濫警戒情報（周布川水系周布川洪水予報 第１号） 

  周布川水系周布川では、氾濫危険水位（レベル４）に到達する見込み 

 0535 大雨と突風及び落雷に関する島根県気象情報 第３号 

 活動が活発な梅雨前線が中国地方に停滞しており、大気の状態が非常に不安定とな

っているため西部では５日昼前まで、局地的に、１時間に７０ミリ以上の非常に激

しい雨が降る見込み。６日０６時までに予想される２４時間降水量は、多い所で西

部１５０ミリ。 

 0551 浜田市へ首長ホットライン 

 「大雨特別警報を発表する。最大級の警戒を。」 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 0555 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報継続 

 土砂災害 特別警報級 ５日昼前まで 

警報級 ５日昼過ぎまで 

注意報級 ５日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ５日昼前まで １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ５日昼過ぎまで 

注意報級 ５日夕方まで 

 0556 記録的な大雨に関する島根県気象情報 第４号 

 ０５時５５分に大雨特別警報を発表した。浜田市、益田市、邑南町、津和野町では、こ

れまでに経験したことのないような大雨になっているため、最大級の警戒を。 

 

○ 7月5日朝～昼前 

5日朝、島根県西部を横切っていた線状降水帯は徐々に南下して雨の降り方はピークを超えた

ものの、依然、激しい雨が降っているところがあった。これまでの大雨により周布川の水位は上

昇を続けており、5日8時00分に周布川氾濫危険情報を発表した。 

昼前には雨は弱まり、浸水害の危険度は低くなってきていたが、これまでの大雨により土砂災

害と洪水害の危険度は引き続き高い状況であったことから、11時 15分に大雨特別警報（土砂災

害、浸水害）を大雨警報（土砂災害）に切り替え、洪水警報を継続して、引き続き土砂災害と洪

水害への警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 0700 特別警報発表に伴う記者会見を開催 

7時には、浜田市波佐で降り始めからの降水量が３００ミリを超えた。 

0800 周布川水系周布川氾濫危険情報（周布川水系周布川洪水予報 第２号） 

 周布川水系周布川では、氾濫危険水位（レベル４）に到達し、氾濫のおそれあり 

 
 
 

0938 大雨と突風及び落雷に関する島根県気象情報 第５号 

 梅雨前線が中国地方に停滞し、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んでいる

ため、前線活動が活発となり、西部では、これまでに経験したことのないような大

雨になっている所がある。５日昼前まで、雷を伴った非常に激しい雨の降る所があ

る見込みのため、最大級の警戒を。 

５日に予想される１時間降水量は、多い所で西部７０ミリ、５日０６時から０６日

０６時までに予想される２４時間降水量は、多い所で西部１５０ミリ。 

昼前になり雨が弱まったが、土砂災害と洪水害の危険度は引き続く高い状態が続く。 

1115 
 
 
 
 
 

大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂災害）に切り替え 
洪水警報継続 

 
 
 

土砂災害 警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     注意報級 ５日夜遅くまで 

洪水   警報級 ５日夕方まで 

注意報級 ５日夜遅くまで 

1132 大雨と突風及び落雷に関する島根県気象情報 第６号 

 
 
 

  １１時１５分に大雨特別警報を解除したが、これまでの大雨により、増水した河川

や、地盤の緩んでいる所があるので、西部では、５日夕方まで河川の増水や氾濫、

５日夜のはじめ頃にかけて土砂災害に警戒。特に、土砂災害警戒情報が発表されて

いる地域では、土砂災害に厳重に警戒。 

 

○ 7月5日昼過ぎ～6日未明 

5日昼過ぎ、前線が南下し、対馬海峡付近から四国地方にかけて停滞した。島根県内の雨は止
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んだが、これまでの大雨により土砂災害と洪水害の危険度が高い状況が続いていたため、島根県

気象情報を発表して、引き続き警戒を呼びかけた。その後、徐々に土砂災害と洪水害の危険度が

下がって周布川の水位も下がった。更なる大雨も見込まれなかったため、5日 16時 00分に土砂

災害警戒情報を解除し、18時31分には大雨警報（土砂災害）を大雨注意報に切り替えた。また、

16時36分に洪水警報を洪水注意報へ切り替え、15時00分に周布川氾濫危険情報を氾濫警戒情報

へ、16時30分には氾濫注意情報へ切り替えた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 昼過ぎ、前線が南下して対馬海峡付近から四国地方にかけて停滞し、島根県内の雨は止んだ。 

1500 周布川水系周布川氾濫警戒情報（周布川水系周布川洪水予報 第３号） 

 周布川水系周布川では、氾濫危険水位（レベル４）を下回る 

 土砂災害と浸水害の危険度が徐々に下がる。 

 1550 浜田市へ気象台からの電話連絡 

 「雨が止み、土砂災害、洪水害の危険度が下がってきている。土砂災害警戒情報と

洪水警報は夕方までに解除できる見通し、大雨警報（土砂災害）は夜のはじめ頃ま

でには解除できる見通し。」 

1600 土砂災害警戒情報解除 

 1630 周布川水系周布川氾濫注意情報（周布川水系周布川洪水予報 第４号） 

 周布川水系周布川では、避難判断水位（レベル３）を下回る 

1636 大雨警報（土砂災害）継続、洪水警報から洪水注意報に切り替え 

 土砂災害 警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

注意報級 ５日夜遅くまで 

洪水   注意報級 ６日明け方まで 

 
 
 
 

1645 大雨に関する島根県気象情報 第７号 

 西部では、これまでに降った雨により、増水した河川や地盤の緩んでいる所がある。

５日夜のはじめ頃まで土砂災害に警戒。 

1813 浜田市へ気象台からの電話連絡 

 「まもなく大雨警報（土砂災害）を解除予定」 

1831 大雨警報（土砂災害）から大雨注意報に切り替え、洪水注意報継続 

 土砂災害 注意報級 ６日明け方まで 

洪水   注意報級 ６日明け方まで 

2022 大雨注意報継続、洪水注意報継続 

 土砂災害 注意報級 ５日夜遅くまで 

洪水   注意報級 ５日夜遅くまで 

2025 大雨に関する島根県気象情報 第８号 

 西部では、これまでに降った雨により地盤の緩んでいる所や、河川が増水している所が

ある。５日夜遅くにかけて土砂災害、６日明け方にかけて河川の増水に注意。（終了情報） 

6 
 
 

0042 大雨注意報解除、洪水注意報解除 

0100 周布川水系周布川氾濫注意情報解除（周布川水系周布川洪水予報 第５号） 

 周布川水系周布川では氾濫注意水位（レベル２）を下回る 
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（２）平成29年7月九州北部豪雨（7月5日から6日） 【福岡県朝倉市・大分県日田市】 

7月5日は、朝鮮半島付近に停滞していた梅雨前線が南下し、6日にかけて前線は対馬海峡付近

に停滞した。前線に向かって暖かく非常に湿った空気が流れ込み続けた影響で線状降水帯が形成

され、福岡県と大分県では局地的に猛烈な雨が降り続き、5日 17時 51分に福岡県に九州では初

めてとなる大雨特別警報を発表し、5日19時55分には大分県にも大雨特別警報を発表した。 

福岡県朝倉市朝倉や大分県日田市日田では、最大24時間降水量等が観測史上1位の値を更新す

るなど記録的な大雨となった。この大雨により、中小河川の氾濫のほか、土砂災害、浸水害等が

発生した。 

 

①福岡県朝倉市に対する警報等の発表状況及び気象の状況 

福岡管区気象台では、朝倉市を対象に、5日13時14分に大雨警報（浸水害）及び洪水警報、5

日14時03分に大雨警報（土砂災害、浸水害）、5日14時10分に土砂災害警戒情報、17時51分

に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を発表した。  

 

                                                   
 ※流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、下流の対象地点の洪水害リスクの高まりを把握するための指標 
基準Ⅰ：軽微な洪水害が発生しうる値（注意報基準）、基準Ⅱ：重大な洪水害が発生しうる値（警報基準）、基準Ⅲ：過去の

重大な洪水害発生時に匹敵する値（警報基準の一段上の基準） 
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■警報等の発表経過及び気象の経過 

○ 7月5日午前 

朝鮮半島付近に停滞している梅雨前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込み、大気の

状態が非常に不安定となっていたため、福岡県では、5日夜のはじめ頃にかけて局地的に雷を伴

った激しい雨が降ることが予想された。このため、福岡管区気象台では、5日 5時発表の天気予

報に併せて5日6時～6日24時の時間帯について雨の警報級の可能性［中］を発表し、9時32分

に大雨注意報及び洪水注意報、5日昼前に福岡県気象情報を発表して注意を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 0932 大雨注意報発表、洪水注意報発表 

    

土砂災害 注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

浸水   注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 ４０ミリ 

洪水   注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

1021 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１号 

    

福岡県では、５日夜のはじめ頃にかけて局地的に雷を伴った激しい雨が降るおそれ

がある。 

５日の１時間雨量（多い所） 

福岡県  ４０ミリ 

５日１２時から６日１２時までの２４時間雨量（多い所） 

福岡県 １００ミリ 

 

○ 7月5日昼過ぎ 

朝倉市では午前中から弱い雨があったが、5日12時頃から筑後北部付近で線状降水帯が形成さ

れ始め、朝倉市朝倉では13時までの1時間に88.5ミリの猛烈な雨を観測した。その後も非常に

強い雨が降り続くことが予想されたため、13時 14分に朝倉市に大雨警報（浸水害）及び洪水警

報を発表した。13時 20分までの 1時間に朝倉市付近で約 110ミリの猛烈な雨を解析したことか

ら、記録的短時間大雨情報及び福岡県気象情報を発表して警戒を呼びかけるとともに、13時 32

分に朝倉市へ気象台からの電話連絡を実施し、今後も猛烈な雨が同じ地域で降り続くおそれがあ

り、危険な気象状況であることを伝えた。 

線状降水帯は停滞し、１時間に 100ミリを超える猛烈な雨が降り続いた。その後も、非常に強

い雨が降り続くことが予想されたため、13時 51分に朝倉市に対し再び気象台からの電話連絡に

より、土砂災害の危険度も高まっており、極めて危険な気象状況であることを伝えるとともに、

14時03分に大雨警報（土砂災害、浸水害）を、14時10分に土砂災害警戒情報を発表した。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 １２時頃、朝倉市付近に線状降水帯が形成され始める。 

1239 大雨注意報継続、洪水注意報継続 

    

土砂災害 注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

浸水   注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     ピークは５日昼過ぎ 

     １時間最大雨量 ５０ミリ 

洪水   注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

１３時までの１時間に、朝倉市朝倉で８８．５ミリの猛烈な雨を観測。 

1314 大雨警報（浸水害）発表、洪水警報発表 

    

土砂災害 注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

浸水   警報級 ５日昼過ぎ 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ５日昼過ぎ 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

１３時２０分までの１時間に、朝倉市付近で約１１０ミリの猛烈な雨を解析。 

１３時２０分、朝倉市内で洪水警報の危険度分布について「非常に危険（警報基準の一段
上の基準に到達すると予想）」が出現。 

1328 福岡県記録的短時間大雨情報 第１号 

    
１３時２０分福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で約１１０ミリ 

１３時３０分、朝倉市内で洪水警報の危険度分布について「極めて危険（警報基準の一段
上の基準にすでに到達）」が出現。 

1332 朝倉市へ気象台からの電話連絡 

    
「記録的短時間大雨情報を発表した。気象レーダーの雨雲の動きをもとに実況と見

通しを解説。今後も猛烈な雨が同じ地域で降り続くおそれがあり、災害発生の危険

度が高まっている。」 

1338 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第２号 

    

朝倉市付近で１３時２０分までの１時間におよそ１１０ミリの猛烈な雨となってい

る。福岡県では５日夕方にかけて局地的に非常に激しい雨の降るおそれがある。 

５日の１時間雨量（多い所） 

 筑後地方 ７０ミリ 

５日１２時から６日１２時までの２４時間雨量（多い所） 

 筑後地方 １８０ミリ 

１３時４０分までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

1350 福岡県記録的短時間大雨情報 第３号 

    
１３時４０分福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 

1351 
 
 

朝倉市へ気象台からの電話連絡 

  
「まもなく土砂災害警戒情報を発表する。同じ地域で猛烈な雨が降り続いており危

険な状態。」 

1403 大雨警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ５日夕方まで 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

浸水   警報級 ５日昼過ぎ 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ５日昼過ぎ 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

1410 土砂災害警戒情報発表 

1410 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第３号 

    
（筑後北部に線状の降水帯が停滞していることを解析雨量で図表示） 

朝倉では観測史上１位を更新する１時間に９０ミリの雨を観測。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 １４時２５分頃、朝倉市に対し、赤谷川が越水したとの連絡が入る。 
（内閣府 平成29年７月九州北部豪雨災害を踏まえた避難に関する検討会（平成29年10月30日）資料より） 

1458 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ５日夕方まで 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

浸水   警報級 ５日夕方まで 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ５日夕方まで 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

 

○ 7月5日夕方 

 筑後北部に線状降水帯が停滞して猛烈な雨が降り続き、朝倉市朝倉では5日15時38分までの

1時間に観測史上1位となる129.5ミリを、8時から16時までに7月の1か月降水量の平年値（354.1

ミリ）に相当する332.0ミリの雨を観測し、朝倉市付近で1時間に120ミリ以上の猛烈な雨を解

析したことを受け、記録的短時間大雨情報や福岡県気象情報を発表し警戒を呼びかけた。この記

録的な大雨はその後も続くことが予想されたため、朝倉市に首長ホットラインを実施するととも

に、九州では初めてとなる大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を 17時 51分に発表し、最大級の

警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 
 
１５時までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

1512 福岡県記録的短時間大雨情報 第４号 

    
１５時福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 

1538 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第４号 

    

（筑後北部に線状の降水帯が停滞し、朝倉市付近で猛烈な雨となっていることを解

析雨量で図表示） 

朝倉市付近で５日１５時までの３時間におよそ３５０ミリを解析。 

筑後北部では、５日夜のはじめ頃まで非常に激しい雨、特に５日夕方は１時間に１

００ミリの猛烈な雨のおそれ。 

１５時３８分までの１時間に朝倉市朝倉で観測史上１位となる１２９．５ミリの猛烈な雨
を観測。 

０８時から１６時までに、朝倉市朝倉で７月の１か月降水量の平年値（３５４．１ミリ）
に相当する３３２．０ミリの雨を観測。 

1610 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日夕方にかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 １００ミリ 

洪水   警報級 ５日夜遅くまで 

     注意報級 ６日未明まで 

１６時２０分までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

1636 福岡県記録的短時間大雨情報 第８号 

    
１６時２０分福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 1638 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第５号 

    

朝倉では、１５時３８分までの１時間に観測史上１位となる１２９．５ミリ、５日

０８時から１６時までに７月の１か月降水量の平年値（３５４．１ミリ）に相当す

る３３２．０ミリの降水量を観測。 

福岡県では、５日夜のはじめ頃にかけて非常に激しい雨が降り、６日明け方にかけ

て大雨となる見込み。特に筑後地方では５日夕方は１時間１００ミリの猛烈な雨が

降るおそれがある。 

５日の１時間雨量（多い所） 

 筑後地方 １００ミリ 

５日１８時から６日１８時までの２４時間雨量（多い所） 

 筑後地方 ２００ミリ 

1657 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日夕方にかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     １時間最大雨量 １２０ミリ 

洪水   警報級 ５日夜遅くまで 

     注意報級 ６日未明まで 

1710 筑後川上中流部氾濫注意情報（筑後川上中流部洪水予報 第１号） 

    
筑後川上中流部では、氾濫注意水位（レベル２）に到達し、今後、水位はさらに上

昇する見込み 

1739 朝倉市へ首長ホットライン 

    「まもなく大雨特別警報を発表する。」 

１７時４０分までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

1750 福岡県記録的短時間大雨情報 第１１号 

    
１７時４０分福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 

1751 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

注意報級 ６日夕方にかけて 以後も続く 

浸水   特別警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

１時間最大雨量 １００ミリ 

洪水   警報級 ５日夜遅くまで 

     注意報級 ６日未明まで 

1752 記録的な大雨に関する福岡県気象情報 第６号 

    
福岡県に、１７時５１分に大雨特別警報を発表した。筑後北部を中心に、これまで

に経験したことのないような大雨となっている。最大級の警戒を。 

 

○ 7月5日夜 

 筑後北部に線状降水帯が停滞し猛烈な雨が降り続き、5日 19時 07分と 20時 18分に記録的短

時間大雨情報を発表した。筑後川の荒瀬水位観測所（福岡県うきは市）では、18時 50分頃に氾

濫危険水位に到達し、氾濫のおそれがあったため、19時 10分に筑後川上中流部氾濫危険情報を

発表した。夜遅くには雨は次第におさまってきたが、朝倉市朝倉では 23時までの 24時間降水量

（速報値）が観測史上１位を更新する 515.5ミリを観測し、7月の 1か月の降水量の平年値を大

きく超える記録的な大雨となった。その後も筑後地方を中心に非常に激しい雨が降り、大雨とな

るおそれがあったため、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を継続して福岡県気象情報を発表し、

引き続き最大級の警戒を呼びかけた。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 
 
１８時３０分頃、赤谷川（杷木星丸地区）において流域雨量指数がピークとなる。 

1830 筑後川上中流部氾濫警戒情報（筑後川上中流部洪水予報 第２号） 

    筑後川上中流部では、氾濫危険水位（レベル４）に到達する見込み 

1854 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

注意報級 ６日夜のはじめ頃にかけて 以後も続く 

浸水   特別警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

１時間最大雨量 １００ミリ 

洪水   警報級 ５日夜遅くまで 

     注意報級 ６日未明まで 

1855 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第７号 

    

筑後北部では、猛烈な雨となっている所がある。福岡県では、土砂災害、低地の浸

水、河川の増水や氾濫に最大級の警戒を。 

福岡県に大雨特別警報を発表した。 

解析雨量では１８時までの１時間に筑後北部で１００ミリ以上の猛烈な雨となって

いる。筑後地方を中心に、５日夜のはじめ頃にかけて１時間１００ミリの猛烈な雨

が降るおそれがあり、６日にかけて大雨となる見込み。 

７月５日００時から１８時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ３７６．５ミリ 

５日の１時間雨量（多い所） 

 筑後地方 １００ミリ 

５日１８時から６日１８時までの２４時間雨量（多い所） 

 筑後地方 ２００ミリ 

1900 特別警報発表に伴う記者会見を開催 

１９時までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

1907 福岡県記録的短時間大雨情報 第１４号 

    
１９時福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 

1910 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第３号） 

    筑後川上中流部では、氾濫危険水位（レベル４）に到達し、氾濫のおそれあり 

1940 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第４号） 

    
筑後川上中流部では、当分の間、氾濫危険水位（レベル４）を超える水位が続く見

込み 

２０時１０分までの１時間に、朝倉市付近で１２０ミリ以上の猛烈な雨を解析。 

2018 福岡県記録的短時間大雨情報 第１５号 

    
２０時１０分福岡県で記録的短時間大雨 

朝倉市付近で１２０ミリ以上 

2020 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第５号） 

    
筑後川上中流部では、当分の間、氾濫危険水位（レベル４）を超える水位が続く見

込み 

2109 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

注意報級 ６日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ５日夜遅くまで 

注意報級 ６日未明まで 

     １時間最大雨量 １００ミリ 

洪水   警報級 ６日未明まで 

     注意報級 ６日明け方まで 

夜遅く、雨が次第に弱まる。 

朝倉市朝倉では５日２３時までの２４時間降水量（速報値）が観測史上１位を更新する５
１５．５ミリを観測し、７月の１ヶ月の降水量の平年値（３５４．１ミリ）を大きく超え
る。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

5 2308 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第８号 

    

筑後北部では降り始めからの総降水量が５００ミリを超える記録的な大雨となって

いる所がある。土砂災害、低地の浸水、河川の増水や氾濫に最大級の警戒を。 

アメダスの朝倉では、５日２３時までの２４時間降水量（速報値）が５１５．５ミ

リと観測史上１位を観測し、７月の１ヶ月の降水量の平年値（３５４．１ミリ）を

大きく超えた。 

筑後北部を中心に、６日明け方まで１時間に７０ミリの非常に激しい雨の降るおそ

れがあり、６日にかけて大雨となる見込み。 

７月５日００時から２３時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５１５．５ミリ 

６日にかけての１時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ７０ミリ 

６日００時から２４時までの２４時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ２００ミリ 

2348 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

注意報級 ６日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ６日未明から ６日明け方まで 

１時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日朝まで 

 

○ 7月6日午前 

 雨は次第に弱まってきたが、これまでに降った記録的な大雨により、土砂災害や洪水害の危険

度が高い状態が続いていたことから、引き続き福岡県気象情報で最大級の警戒を呼びかけた。朝

倉市に対し、6日7時11分には災害時気象支援資料を送付し、7時50分に当面の気象状況を電話

解説した。筑後川上中流部の水位が避難判断水位を下回ったため、7時30分に筑後川上中流部氾

濫危険情報を氾濫注意情報へ切り替えた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

6 
 
0140 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ６日明け方まで 

１時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日朝まで 

0142 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第９号 

    
（非常に発達した雨雲が佐賀県にあり、筑豊地方及び筑後地方に向かっていること

を解析雨量で図表示） 

６日明け方にかけて猛烈な雨となるおそれ。 

0310 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ６日昼前まで 

     注意報級 ６日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼前まで 

     １時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼前まで 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

6 0354 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１０号 

    

筑後北部を中心に記録的な大雨となっている所がある。土砂災害、低地の浸水、河

川の増水や氾濫に最大級の警戒を。 

筑後地方では６日朝にかけて１時間８０ミリの猛烈な雨が降るおそれがある。 

７月５日００時から６日０３時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５２５．５ミリ 

６日の１時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ８０ミリ 

６日０３時から７日０３時までの２４時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ２５０ミリ 

0617 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１１号 

    

５日からの筑後北部を中心とした記録的な大雨の影響により、引き続き土砂災害、

低地の浸水、河川の増水や氾濫に最大級の警戒を。 

筑後地方では引き続き６日朝にかけて１時間８０ミリの猛烈な雨が降るおそれがあ

る。 

７月５日００時から６日０６時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５３６．０ミリ 

６日の１時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ８０ミリ 

６日０６時から７日０６時までの２４時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ２５０ミリ 

0711 朝倉市へ災害時気象支援資料を送付 

0730 筑後川上中流部氾濫注意情報（筑後川上中流部洪水予報 第６号） 

    
筑後川上中流部では、当分の間、氾濫注意水位（レベル２）を超える水位が続く見

込み 

0750 朝倉市へ気象台からの電話連絡 

    災害時気象支援資料をもとに当面の気象状況を解説 

1009 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 特別警報級 ７日朝まで 

浸水   特別警報級 ６日昼過ぎまで 

１時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ６日昼過ぎまで 

1051 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１２号 

    

５日からの筑後北部を中心とした記録的な大雨の影響により、土砂災害、河川の氾

濫の危険度が高くなっている所がある。最大級の警戒が必要。 

福岡県では引き続き６日昼過ぎにかけて非常に激しい雨が降るおそれがある。 

７月５日００時から６日１０時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５４５．５ミリ 

６日の１時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ７０ミリ 

７日の１時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ５０ミリ 

６日１２時から７日１２時までの２４時間降水量（多い所） 

 筑後地方 ２００ミリ 

 

○ 7月6日昼過ぎ～夕方 

 非常に激しい雨の降るおそれはなくなったが、これまでの記録的な大雨で土砂災害の危険度が

高まっていたことから、6日 14時 10分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂

災害）に切り替え、土砂災害警戒情報は7日18時05分まで継続した。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 
内容 

6 
 
1320 筑後川上中流部氾濫注意情報解除 筑後川上中流部洪水予報 第７号 

    筑後川上中流部では、氾濫注意水位（レベル２）を下回る 

1348 朝倉市へ気象台からの電話連絡 

    「まもなく大雨特別警報を解除する。」 

1410 
大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂災害）に切り替え 
洪水警報から洪水注意報へ切り替え 

    

土砂災害 警報級 ７日昼過ぎまで 

浸水   注意報級 ６日夕方まで 

     １時間最大雨量 ４０ミリ 

洪水   注意報級 ６日夕方まで 

1413 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１３号 

    

福岡県では、降り始めからの総降水量が５００ミリを超える記録的な大雨となって

いる所がある。土砂災害に厳重に警戒。 

１４時１０分に大雨特別警報を解除した。 

福岡県では、引き続き６日夕方にかけて激しい雨が降るおそれがあり、７日も局地

的に非常に激しい雨が降るおそれがある。 

７月５日００時から６日１４時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５５５．０ミリ 

６日の１時間降水量（多い所） 

 福岡県 ４０ミリ 

７日の１時間降水量（多い所） 

 福岡県 ５０ミリ 

６日１５時から７日１５時までの２４時間降水量（多い所） 

 福岡県 １５０ミリ  

1632 大雨警報（土砂災害）継続、洪水注意報継続 

    

土砂災害 警報級 ７日昼過ぎまで 

浸水   注意報級 ７日昼前まで 

     ピークは７日朝 

     １時間最大雨量 ５０ミリ 

洪水   注意報級 ７日昼過ぎまで 

1638 大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第１４号 

    

福岡県では、これまでの大雨で地盤が緩んでいる所があるので、７日にかけて土砂

災害に警戒。引き続き７日にかけて激しい雨が降り、７日朝から昼前にかけては局

地的に非常に激しい雨が降るおそれがある。 

７月５日００時から６日１６時までの総降水量（アメダス速報値） 

 朝倉 ５５５．５ミリ 

６日の１時間降水量（多い所） 

 福岡県 ４０ミリ 

７日の１時間降水量（多い所） 

 福岡県 ５０ミリ 

６日１８時から７日１８時までの２４時間降水量（多い所） 

 福岡県 １５０ミリ 
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②大分県日田市に対する警報等の発表状況及び気象の状況 

 大分地方気象台では、日田市を対象に、5日11時04分に大雨警報（土砂災害）を、5日13時

31分に大雨警報（土砂災害、浸水害）及び洪水警報を、5日13時45分に土砂災害警戒情報を発

表後、5日19時55分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を発表した。 

 
 

■警報等の発表経過及び気象の経過 
○ 7月5日午前 
5日明け方に島根県で大雨特別警報発表に至る大雨をもたらした梅雨前線が、ゆっくり南下傾

向にあり、6日にかけて九州北部付近で停滞することが予想された。このため、大分地方気象台

は、5日5時発表の天気予報に併せて、5日6時～6日24時の時間帯について雨の警報級の可能

性［中］を発表した。その後、10時28分に大分県気象情報を、11時04分に大雨警報（土砂災害）

を発表して警戒を呼びかけ、5日12時～6日6時の時間帯について雨の警報級の可能性［高］を

発表した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 
 
1001 大雨注意報発表、洪水注意報発表 

 

５日夜のはじめ頃までに大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い 

土砂災害 警報級 ５日夜のはじめ頃から６日未明まで 

     注意報級 ６日昼前にかけて 以後も続く 

浸水   注意報級 ５日夕方まで 

１時間最大雨量 ４０ミリ 

洪水   注意報級 ５日夕方まで 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 1028 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１号 

 

大分県では、６日にかけて局地的に雷を伴った激しい雨の降るおそれ 

５日の１時間雨量（多い所）：４０ミリ 

６日１２時までの２４時間雨量（多い所）：１００ミリ 

1104 大雨警報（土砂災害）発表、洪水注意報継続 

 

土砂災害 警報級 ５日昼過ぎから６日未明まで 

     注意報級 ６日昼前にかけて 以後も続く 

浸水   注意報級 ５日夕方まで 

１時間最大雨量４０ミリ 

洪水   注意報級 ５日夕方まで 

1135 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第２号 

 解析雨量を図情報として発表し注意喚起 

昼までは強い雨は観測されていない。日田市椿ヶ鼻で１２時までの１時間降水量は 
１７．５ミリ。しかし、前線に伴う雨域は南下し、福岡県に発達した雨雲が発生し始める。 

 

○ 7月5日昼過ぎ～夕方 

昼過ぎから、脊振山地東側で線状降水帯が形成され、発達した雨雲が日田市に流れ込み始めた。

日田市に隣接する福岡県朝倉市付近で猛烈な雨が観測され、大分県においてもその後、同様の状

況が予想されたことから、5日13時31分に大雨警報（土砂災害、浸水害）を、13時45分に土砂

災害警戒情報を発表した。この期間、線状降水帯は福岡県筑後北部から大分県西部に停滞し、発

達した雨雲が次々と日田市へ流れ込んだ。記録的短時間大雨情報を発表したことや、土砂災害等

の危険度が高まっていたことから、日田市に対して気象台からの電話連絡を2回実施し、更なる

警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 
 
１３時前福岡県で線状降水帯が発生し、先端部分が日田市へ流れ込み始める。１３時２０
分までの１時間に、日田市に隣接する福岡県朝倉市付近で約１１０ミリの猛烈な雨を解析。 

1331 大雨警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報発表 

 

土砂災害 警報級 ６日未明まで 

     注意報級 ６日昼過ぎにかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ５日夕方まで 

１時間最大雨量 ６０ミリ 

洪水   警報級 ５日夕方まで 

     注意報級 ５日夜のはじめ頃まで 

1341 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第３号 

 

５日夕方まで非常に激しい雨が降り、６日にかけて大雨となるおそれ 

５日の１時間雨量（多い所）：６０ミリ 

６日１２時までの２４時間雨量（多い所）：１５０ミリ 

1345 土砂災害警戒情報発表 

1503 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第４号 

 解析雨量を図情報として発表し注意喚起 

１５時００分までの１時間に日田市中津江付近で約１１０ミリの猛烈な雨を解析。 

1508 大分県記録的短時間大雨情報 第１号 

 
１５時大分県で記録的短時間大雨 

日田市中津江付近で約１１０ミリ 

1513 日田市へ気象台からの電話連絡 

 
「日田市中津江付近に記録的短時間大雨情報を発表（15時08分）、しばらくは雨の

降り方に一層警戒してほしい」旨を呼びかけた。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 １５時３０分頃、日田市の大肥川の越水により国道２１１号線が冠水し全面通行止め。そ
の他、この時間以降日田市内において冠水や土砂崩れによる通行止めが相次ぐ。   

（大分県調べ） 

1542 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 

土砂災害 警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

浸水   警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     注意報級 ５日夜遅くまで 

     １時間最大雨量 １００ミリ 

洪水   警報級 ５日夜のはじめ頃まで 

     注意報級 ５日夜遅くまで 

1626 日田市へ気象台からの電話連絡 

 「土砂災害の危険度が極めて高い状況であること」を連絡。 

1637 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第５号 

 

解析雨量では５日１５時００分までの１時間に日田市でおよそ１１０ミリの猛烈

な雨 

５日の１時間雨量（多い所）：１００ミリ 

６日１８時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ 

1704 大分県へ気象台からの電話連絡 

 「日田市において５０年に一度の大雨となっている地域があること」を連絡。 

1710 筑後川上中流部氾濫注意情報（筑後川上中流部洪水予報 第１号） 

1751 福岡管区気象台が福岡県内に大雨特別警報を発表 

日田市日田において、１８時までの３時間に１２７．０ミリの降水量を観測。また、日田
市内で１８時までの３時間に約２５０ミリ、２４時間に約３５０ミリの雨を解析。 

 

○ 7月5日夜のはじめ頃 

夕方以降も線状降水帯は福岡県筑後北部から大分県西部に停滞し、日田市への発達した雨雲の

流入は続き、5日18時00分には日田市日田付近で数年に一度の記録的な大雨となった。日田市

等で50年に一度の大雨となっている地域が広がり、その後も大雨となることが予想されたことか

ら、日田市及び大分県への気象台からの電話連絡を実施し、大雨特別警報の発表の可能性がある

ことを伝えるとともに、警戒強化を呼びかけた。その後、50年に一度の大雨となっている地域が

更に広がり、大雨が続くと予想されたため、19時55分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を

発表した。大雨特別警報発表に際して、日田市に首長ホットラインを実施し、最大級の警戒を呼

びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 
 
1808 大分県記録的短時間大雨情報 第２号 

 
１８時大分県で記録的短時間大雨 

日田市日田付近で約１１０ミリ 

1830 筑後川上中流部氾濫警戒情報（筑後川上中流部洪水予報 第２号） 

1834 大分県へ気象台からの電話連絡 

 「日田市で５０年に一度の大雨となっている地域が広がっている」旨を連絡。 

1900 大分県へ気象台からの電話連絡 

 「土砂災害の危険度が高まっており、大雨特別警報の可能性もありうる」旨を連絡。 

日田市日田において、５日００時～１９時までの総降水量が２２７．５ミリを観測。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 1906 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第６号 

 

解析雨量では５日１８時００分までの１時間に日田市でおよそ１１０ミリの猛烈

な雨 

５日の１時間降水量（多い所）：１００ミリ 

６日１８時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ  

1908 日田市へ気象台からの電話連絡 

 「大雨特別警報の発表も考えている。厳重な警戒をお願いする」旨を連絡。 

1910 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第３号） 

1940 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第４号） 

1952 日田市へ首長ホットライン 

 「まもなく大雨特別警報を発表する」旨を連絡し、危機感を共有。 

1955 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報継続 

 

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

浸水   特別警報級 ５日夜遅くまで 

     注意報級 ６日未明まで 

     １時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日未明まで 

     注意報級 ６日明け方まで 

1957 記録的な大雨に関する大分県気象情報 第７号 

 
【特別警報発表に伴う短文情報】日田市、中津市を中心に、平成２４年九州北部豪

雨に匹敵する大雨となっている。最大級の警戒を。 

2020 筑後川上中流部氾濫危険情報（筑後川上中流部洪水予報 第５号） 

日田市の花月川にかかるJR久大本線の橋梁が流される。 
（九州旅客鉄道株式会社 大分支社より） 

2055 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第８号 

 

日田市三本松では、５日２０時までの３時間に１８０．５ミリを観測し、観測史上

１位となっている。 

５日の１時間雨量（多い所）：１００ミリ 

６日２１時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ 

 

○ 7月5日夜遅く 

5日21時30分、大雨特別警報発表に伴い、大分地方気象台長による記者会見を開催した。福

岡県筑後北部から大分県西部に停滞していた線状降水帯は21時から22時にかけて次第に衰弱し

たが、その南側に新たに線状降水帯が形成され、22時30分までの1時間に日田市上津江付近で、

およそ100ミリの猛烈な雨を解析した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 2130 特別警報発表に伴う記者会見を開催 

2155 大分県災害対策本部会議に大分地方気象台長が出席し、大雨特別警報の発表経緯
今後の大雨の予想について説明。 

2258 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 
 

土砂災害 特別警報級 ６日明け方まで 

     警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

浸水   特別警報級 ６日未明まで 

     注意報級 ６日朝まで 

     １時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日未明まで 

     注意報級 ６日朝まで 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

5 2320 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第９号 

 

アメダス（速報値）では５日２３時までの２４時間に日田市三本松で３２９．５ミ

リを観測し、観測史上１位を更新。解析雨量では、２２時３０分までの１時間に日

田市上津江付近で、およそ１００ミリの猛烈な雨となっている。 

６日にかけての１時間雨量（多い所）：８０ミリ 

６日２４時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ 

 

○ 7月6日未明～明け方 

新たに形成された線状降水帯は衰弱傾向にあったが、西から新たな雨雲が近づきつつあり、更

に降水量が増えることが予想されたことから、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を継続して大

分県気象情報を発表し、引き続き最大級の警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

6 0255 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 

土砂災害 特別警報級 ６日昼過ぎまで 

     注意報級 ６日夕方まで 

浸水   特別警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

     １時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

0356 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１０号 

 

アメダス（速報値）では５日００時から６日０３時までに日田市三本松で３５１．

０ミリを観測し、７月の１ヶ月の降水量の平年値（３３３．４ミリ）を超えた。解

析雨量では、６日０３時３０分までの１時間に日田市中津江付近で、およそ６０ミ

リの非常に激しい雨となっている。 

６日の１時間雨量（多い所）：８０ミリ 

７日０３時までの２４時間雨量（多い所）：２５０ミリ 

 

○ 7月6日朝～昼前 

強い雨雲は一旦南下し、大分県の雨は小康状態となっていたが、九州の西では強い雨雲が再び

北上し接近してきたため、大分県では再び大雨となることが予想された。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

6 0615 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 

土砂災害 特別警報級 ６日昼過ぎまで 

     注意報級 ６日夕方まで 

浸水   特別警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

     １時間最大雨量 ８０ミリ 

洪水   警報級 ６日朝まで 

     注意報級 ６日昼過ぎまで 

0630 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１１号 

 

大分県では、２４時間降水量が観測史上１位を更新している所がある。最大級の警
戒を。土砂災害、低地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒。 
６日の１時間雨量（多い所）：８０ミリ 
７日０６時までの２４時間雨量（多い所）：２５０ミリ 

0730 筑後川上中流部氾濫注意情報（筑後川上中流部洪水予報 第６号） 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

6 0855 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 

土砂災害 特別警報級 ６日夕方まで 

     注意報級 ６日夜遅くまで 

浸水   特別警報級 ６日昼過ぎまで 

     注意報級 ６日夕方まで 

     １時間最大雨量 ７０ミリ 

洪水   警報級 ６日昼過ぎ 

     注意報級 ６日夕方まで 

0915 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１２号 

 

大分県では、大雨特別警報を発表している。最大級の警戒を。土砂災害、低地の浸
水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒。 
６日の１時間雨量（多い所）：７０ミリ 
７日０９時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ 

１０時頃、日田市小野地区で地すべりが発生し１名死亡 

                             （大分県調べ） 

1127 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１３号 

 

大分県では、２４時間降水量が観測史上１位を更新している所がある。大雨特別警
報を発表している。土砂災害、低地の浸水、河川の増水や氾濫に最大級の警戒を。 
６日の１時間雨量（多い所）：７０ミリ 
７日１２時までの２４時間雨量（多い所）：２００ミリ 

 

○ 7月6日昼過ぎ～夕方 

九州北部に停滞していた梅雨前線はゆっくり北上し始め、発達した雨雲の流入はなく、非常に

激しい雨の降るおそれはなくなった。一方、これまでの記録的な大雨により土砂災害の危険度が

高い状態が続いていたことから、6日14時10分に大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を大雨警

報（土砂災害）に切り替え、土砂災害警戒情報は9日13時30分まで継続した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

6 
 
1320 筑後川上中流部氾濫注意情報解除（筑後川上中流部洪水予報 第７号） 

1401 日田市へ気象台からの電話連絡 

 「大雨特別警報解除と解除後の補足情報」を提供。 

1410 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂災害、浸水害）に切り替え 
洪水警報を洪水注意報に切り替え 

 

土砂災害 警報級 ６日夜遅くまで 

     注意報級 ７日昼過ぎまで 

浸水   注意報級 ６日夕方まで 

     １時間最大雨量４０ミリ 

洪水   注意報級 ６日夕方まで 

1510 大雨と落雷及び突風に関する大分県気象情報 第１４号 

 

大分県の大雨特別警報は１４時１０分に解除。 

大分県では降り始めからの雨量が３００ミリを超える大雨となり地盤が緩んでい

る所がある。引き続き土砂災害に厳重に警戒。 

６日の１時間雨量（多い所）：６０ミリ 

７日１８時までの２４時間雨量（多い所）：１５０ミリ 

1600 大分県災害対策本部会議に大分地方気象台長が出席し、大雨特別警報解除の経緯
及び解除後の対応・注意事項、予想される今後の天気について説明した。 
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（３）7月22日から26日にかけての東北地方を中心とする大雨 【秋田県大仙市】 

7月 22日から 23日にかけて、梅雨前線が東北地方に停滞し、前線に向かって暖かく湿った空

気が流れ込んだため前線の活動が活発となった。 

秋田県内では、前線の影響で22日未明から雨が降り、由利本荘市北部付近では、22日20時ま

での1時間に約100ミリの猛烈な雨を解析するなど、23日にかけて県内の広い範囲で断続的に非

常に激しい雨が降り、大雨となった。 

この大雨により、22日から秋田県内の各地の中小河川で氾濫が発生し、23日には雄物川でも氾

濫が発生したほか、浸水害や土砂災害が発生した。 

 

①秋田県大仙市に対する警報等の発表状況及び気象の状況 

秋田地方気象台では、大仙市に対して22日12時42分に大雨警報（土砂災害、浸水害）及び洪

水警報、22日12時55分に土砂災害警戒情報、22日23時40分に雄物川上流洪水予報を発表した。 

 

■警報等の発表経過及び気象の経過 

○ 7月21日 

梅雨前線が22日にかけて北海道を南下し、その後、活動が活発となって東北地方に停滞し、22
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日から 23日にかけて大雨となることが予想されたため、秋田地方気象台は 21日から秋田県気象

情報を発表して警戒を呼びかけた。また、21日17時発表の天気予報に併せて、22日6時～24時

の時間帯について雨の警報級の可能性［中］を発表した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

21 1055 
 

 

雷と突風に関する秋田県気象情報 第１号 

  

 

秋田県では、２２日朝から夕方にかけて、大気の状態が非常に不安定となり、積乱

雲の発達する所がある見込み。落雷や突風などの激しい突風、急な強い雨、ひょう

に注意。 

 前線の活動が活発化し、雨量も増える予想。情報の標題を変更し発表。 

 
 
 

1631 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第２号 

  秋田県では、２２日朝から昼過ぎにかけて、１時間に４０ミリの激しい雨が降り、大

雨となる所がある見込み 

２２日１８時までに予想される２４時間雨量は、多い所で １００ミリ 

 

○ 7月22日明け方～朝 

22日は、北海道から日本海にのびる前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んで前線の活動

が活発となり、大気の状態が不安定となることが予想された。この影響で、23日にかけて非常に

激しい雨が降り、大雨となることが見込まれたため、22日5時発表の天気予報に併せて、22日6

時～23日24時の時間帯について雨の警報級の可能性［高］を発表するとともに、22日5時46分

に秋田県気象情報を発表し、警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

22 前線が北海道から日本海にのび、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込む。 

 0546 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第３号 

  秋田県では、２３日にかけて、１時間に６０ミリの非常に激しい雨が降り、大雨とな

る所がある見込み 

２３日６時までに予想される２４時間雨量は、多い所で １８０ミリ 

 

○ 7月22日昼前～昼過ぎ 

22日日中は、前線が東北北部に停滞し、大気の状態が不安定となった。大仙市では1時間に40

ミリ前後の雨が続き、その後も23日にかけて1時間に60ミリの非常に激しい雨が降ると予想さ

れたことから、22日12時42分に大雨警報（土砂災害、浸水害）及び洪水警報を、12時55分に

土砂災害警戒情報をそれぞれ発表し、警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

22 0911 大雨注意報発表 

   土砂災害 注意報級 ２３日昼前にかけて 以後も続く 

1011 大雨注意報継続、洪水注意報発表 

  土砂災害 注意報級 ２３日昼前にかけて 以後も続く 

浸水   注意報級 ２２日夕方まで 

     １時間最大雨量 ６０ミリ 

洪水   注意報級 ２３日昼前にかけて 以後も続く 

1130 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第４号 

  秋田県では、２３日にかけて、１時間に６０ミリの非常に激しい雨が降り、大雨となる所が

ある見込み 

２３日１２時までに予想される２４時間雨量は、多い所で １８０ミリ 

昼過ぎ、１時間に４０ミリ前後の雨が続く。 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

 内容 

22 1242 大雨警報（土砂災害、浸水害）発表、洪水警報発表 

  土砂災害 警報級 ２３日昼過ぎにかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ２２日夕方まで 

     １時間最大雨量 ６０ミリ 

洪水   警報級 ２２日夕方まで 

     注意報級 ２３日昼過ぎにかけて 以後も続く 

1255 土砂災害警戒情報発表 

 

○ 7月22日夕方～23日明け方 

22日夜から23日朝にかけて梅雨前線が秋田県付近に停滞し、これまでの大雨はその後も続き、

雨は一層強まることが予想され、雄物川の支川の楢岡川等（大仙市）で洪水害の危険度が高まっ

たため、大仙市に対し、22日19時00分に気象台から電話連絡を行い、19時25分に首長ホット

ラインを実施して厳重な警戒を呼びかけた。 

22時 40分に雄物川の大曲橋水位観測所（大仙市）で氾濫注意水位を超え、水位はさらに上昇

する見込みであることから、23時 40分に雄物川上流氾濫注意情報を発表した。その後も水位は

上昇を続け、23日02時30分に雄物川上流氾濫危険情報を発表した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

22 
 
 

1638 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第５号 

  秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に６０ミリの非常に激しい雨が降り、大雨となる所

がある見込み 

２３日１８時までに予想される２４時間雨量は、多い所で １８０ミリ 

秋田県付近に前線が停滞し大雨が続く。 

1900 大仙市へ気象台から電話連絡 

  「大仙市の大雨は、この後も継続する見込み。」 

1922 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

  

土砂災害 警報級 ２３日夕方まで 

     注意報級 ２３日夜のはじめ頃にかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ２２日夜遅くまで 

     注意報級 ２３日夕方まで 

      １時間最大雨量 ４５ミリ 

洪水    警報級 ２２日夜遅くまで 

     注意報級 ２３日夜のはじめ頃にかけて 以後も続く 

1925 大仙市へ首長ホットライン 

    

「非常に激しい雨を降らせる雷雲が大仙市にかかり停滞している。大仙市の大雨は、

この後も継続する見込みで、このまま降り続くと尋常でない状況になる。洪水警報

の危険度分布では「極めて危険」を示す濃い紫色が出現しており（楢岡川の上流）、

隣接する市町村の中には避難指示（緊急）を発令しているところもある。」 

2040 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第６号 

 
  

秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に７０ミリの非常に激しい雨が降り、大

雨となる所がある見込み 

２３日２１時までの２４時間に予想される雨量 多い所で ２００ミリ 

２１時２０分頃、雄物川の支川の楢岡川（南楢岡地区）において流域雨量指数がピークと
なる。 

2330 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第７号 

    
秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に７０ミリの非常に激しい雨が降り、大

雨となる所がある見込み 

    ２３日２４時までの２４時間に予想される雨量 多い所で ２００ミリ 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

22 2330 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第７号 

    
秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に７０ミリの非常に激しい雨が降り、大

雨となる所がある見込み 

    ２３日２４時までの２４時間に予想される雨量 多い所で ２００ミリ 

2340 雄物川上流氾濫注意情報（雄物川上流洪水予報第１号） 

    大曲橋水位観測所で氾濫注意水位に到達 今後、水位はさらに上昇する見込み 

23 0050 
  

雄物川上流氾濫注意情報（雄物川上流洪水予報第２号）     

    神宮寺水位観測所で氾濫注意水位に到達 今後、水位はさらに上昇する見込み 

0230 雄物川上流氾濫危険情報（雄物川上流洪水予報第３号） 

    
神宮寺水位観測所で氾濫危険水位に到達 雄物川からの氾濫により、浸水するおそ

れがある 

大仙市大曲の観測点では、降り始めから２３日4時までの降水量が２００ミリを超える。 

0424 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

 

土砂災害 警報級 ２３日夜遅くまで 

注意報級 ２４日明け方にかけて 以後も続く 

浸水   警報級 ２３日夕方まで 

     注意報級 ２３日夜遅くまで 

     １時間最大雨量 ６０ミリ 

洪水   警報級 ２３日夕方まで 

     注意報級 ２３日夜遅くまで 

 

○ 7月23日朝から昼前 

雨はやや小康状態となったが、これまでの雨により土砂災害や洪水害の危険度が高い状態が続

いた。河川の水位は上昇を続け、雄物川上流で氾濫の発生が確認されたことから、23日 9時 00

分に雄物川上流氾濫発生情報を発表し、警戒を呼びかけた。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

23 
 
前線が南下し、雨はやや小康状態となったが、これまでの雨により、土砂災害や洪水害の
危険度が高い状態が続く。 

0615 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第８号 

  

秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に６０ミリの非常に激しい雨が降り、大

雨となる所がある見込み 

２４日０６時までの２４時間に予想される雨量 多い所で １６０ミリ 

0900 雄物川上流氾濫発生情報（雄物川上流洪水予報第５号） 

    雄物川上流で氾濫が発生 

1026 大雨警報（土砂災害、浸水害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ２３日夜遅くまで 

     注意報級 ２４日昼前まで  

浸水   警報級 ２３日夕方まで 

     注意報級 ２３日夜遅くまで 

     １時間最大雨量 ５０ミリ 

洪水   警報級 ２３日夜遅くまで 

     注意報級 ２４日昼前まで 

1120 大雨と雷及び突風に関する秋田県気象情報 第９号 

  
 

秋田県では、２３日夕方にかけて、１時間に５０ミリの非常に激しい雨が降る見込

み 

２４日１２時までの２４時間雨量 多い所で １２０ミリ 
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○ 7月23日昼過ぎ～夜 

23日昼過ぎには、大仙市付近の雨は弱まったものの、これまでに降った大雨により、土砂災害

の危険度が引き続き高いこと、雄物川上流では氾濫が発生していることから、土砂災害警戒情報、

大雨警報（土砂災害、浸水害）、洪水警報、雄物川上流氾濫発生情報を継続して警戒を呼びかけた。 

その後、土砂災害と浸水害の危険度が下がってきたことから、23日15時26分に土砂災害警戒

情報を解除し、15時 55分に大雨警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂災害）に切り替え

た。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

23 昼過ぎには、雨が弱まるが、依然として土砂災害及び洪水害の危険度が高い状態が続く。 

  

1526 土砂災害警戒情報解除 

1555 大雨警報（土砂災害、浸水害）を大雨警報（土砂災害）に切り替え、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ２４日昼前まで 

     注意報級 ２４日夕方まで 

洪水   警報級 ２４日昼前まで 

     注意報級 ２４日夕方まで 

1639 大雨に関する秋田県気象情報 第１０号 

    

降り始め（２２日０２時）から２３日１６時までの雨量（アメダスによる速報値）

は、 

  大曲  ２４２．５ミリ 

 

○ 7月24日～25日 

大仙市付近の雨は止んだものの、これまでに降った大雨により、土砂災害の危険度が引き続き

高いこと、雄物川上流では氾濫が継続していることから、大雨警報（土砂災害）、洪水警報、雄物

川上流氾濫発生情報を継続し、警戒を呼びかけた。 

その後、土砂災害の危険度が下がったことから、24日16時57分に大雨警報（土砂災害）を解

除した。氾濫が発生していた雄物川上流においても水位が氾濫注意水位を下回り、更なる氾濫も

ないと見込まれることから、25日15時25分に雄物川上流氾濫注意情報を解除し、25日15時45

分に洪水警報を解除した。 

日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

24 雨は止んだが、土砂災害及び洪水害の危険度が高い状態が続く。 

  

0438 大雨警報（土砂災害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ２４日夕方まで 

     注意報級 ２４日夜遅くまで 

洪水   警報級 ２４日夕方まで 

     注意報級 ２４日夜遅くまで 

0542 大雨に関する秋田県気象情報 第１１号 

    秋田県では引き続き土砂災害、河川の増水や氾濫に警戒 
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日 時分 
発表した警報等及び気象の経過（背景色青：気象の経過、背景色赤：災害の状況） 

  内容 

24 1113 大雨警報（土砂災害）継続、洪水警報継続 

    

土砂災害 警報級 ２４日夕方まで 

     注意報級 ２４日夜遅くまで 

洪水   警報級 ２４日夕方まで 

     注意報級 ２４日夜遅くまで 

1657 洪水警報継続、大雨警報（土砂災害）を大雨注意報に切り替え 

  
  

洪水   警報級 ２４日夜遅くまで 

     注意報級 ２５日昼前まで 

  土砂災害 注意報級 ２４日夜遅くまで 

1700 大雨に関する秋田県気象情報 第１２号 

    秋田県では、引き続き河川の増水や氾濫に警戒 

2317 洪水警報継続、大雨注意報解除 

    
洪水   警報級 ２５日昼前まで 

     注意報級 ２５日夕方まで 

25 
  
  
  
  
  

1030 洪水警報継続 

  
  

洪水   警報級 ２５日夕方まで 

       注意報級 ２５日夜遅くまで 

1525 雄物川上流氾濫注意情報解除（雄物川上流洪水予報第８号） 

    雄物川上流では氾濫注意水位を下回る 

1545 洪水警報解除 
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資料1-1 地上天気図・気象衛星画像（赤外） 

 

  

  

  

  

 
 
 
 
 

6月7日9時 

6月8日9時 

6月9日9時 

6月10日9時 

6月12日9時 

6月13日9時 

6月14日9時 

6月11日9時 
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6月15日9時 

6月16日9時 

6月17日9時 

6月19日9時 

6月20日9時 

6月21日9時 

6月18日9時 6月22日9時 
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6月23日9時 

6月24日9時 

6月25日9時 

6月26日9時 

6月27日9時 

6月28日9時 

6月29日9時 

6月30日9時 
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7月1日9時 

7月2日9時 

7月5日9時 

7月6日9時 

7月3日9時 

7月4日9時 

7月7日9時 

7月8日9時 
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7月9日9時 

7月10日9時 

7月11日9時 

7月12日9時 

7月13日9時 

7月14日9時 

7月15日9時 

7月16日9時 
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7月17日9時 7月21日9時 

7月18日9時 

7月19日9時 

7月20日9時 

7月22日9時 

7月23日9時 

7月24日9時 
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7月25日9時 

7月26日9時 

7月27日9時 
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資料1-2 台風の経過 

 

○台風第3号 

7月 1日 15時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は北西へ進み、2日9時に沖縄の南で台風第3

号となった。台風は、徐々に進路を北東に変え、3日15

時に東シナ海で勢力が最大となった。台風は、4日8時

頃、長崎県長崎市付近に上陸し、4日12時過ぎ、愛媛

県宇和島市付近に上陸した。4日17時前、和歌山県田

辺市付近に上陸した後、台風は5日9時に日本の東で

温帯低気圧となり、北東へ進んだ後、8日21時に東経180度を超えた。 
 

平成29年台風第3号経路図 

 
経路上の○印は傍らに記した日の午前9時、●印は午後9時の位置で→¦は消滅を示す。 

経路の実線は台風、破線は熱帯低気圧・温帯低気圧の期間を示す。 

 

  台風の大きさと強さの分類 
 

      ■台風の大きさ 風速15m/s以上の 
 

  超大型 800㎞以上  
  （非常に大きい）  
  大型（大きい） 500㎞以上800㎞未満 

 
  ■台風の強さ 最大風速 

 
  猛烈な 54m/s以上 

 
  非常に強い 44m/s以上54m/s未満 

 
  強い 33m/s以上44m/s未満 
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平成29年台風第3号位置表 （T1703 NANMADOL ナンマドル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中心 最大

気圧 風速
hPa m/s

7 11515.0 N 132.2 E 1006 --  ---   ---   熱帯低気圧発生
2116.8 130.5 1006 --  ---   ---  

20318.8 128.9 1006 --  ---   ---  
0920.7 127.1 1002 18  ---   110      － －
1521.9 125.7 1002 18  ---   110      － －
2123.5 124.8 998 20  ---   110      － －

30324.7 124.1 990 25  ---  E: 190 W: 110    － －
0926.2 124.3 990 25  ---  E: 190 W: 110    － －
1527.7 125.0 985 30  40  E: 190 W: 110    － －
2129.4 126.2 985 30  40  E: 190 W: 110    － －

40030.2 126.9 985 30  40  E: 190 W: 110    － －
0331.3 127.7 985 30  40  E: 190 W: 110    － －
0632.1 128.9 985 30  40  E: 190 W: 110    － －
0832.7 130.0 985 30  40  E: 190 W: 110    － －
0932.8 130.5 990 25  ---  SE: 190 NW: 110    － －
1233.2 132.3 990 25  ---  SE: 190 NW: 110    － －
1533.6 134.2 990 25  ---  SE: 190 NW: 110    － －
1633.7 134.8 990 25  ---  SE: 190 NW: 110    － －
1834.1 136.5 990 25  ---  SE: 190 NW: 110    － －
2134.1 138.3 990 25  ---  S: 220 N: 110    － －

50034.7 140.2 990 25  ---  S: 220 N: 110    － －
0335.5 142.6 990 25  ---  S: 220 N: 110    － －
0936.1 146.0 994 --  ---   ---   温帯低気圧に変わる
1536.9 150.7 994 --  ---   ---  
2138.2 154.8 994 --  ---   ---  

60340.3 160.2 994 --  ---   ---  
0943.0 166.1 992 --  ---   ---  
1546.4 169.9 988 --  ---   ---  
2149.8 171.4 988 --  ---   ---  

70350.6 170.4 990 --  ---   ---  
0951.0 170.6 990 --  ---   ---  
1551.0 171.3 988 --  ---   ---  
2150.9 172.3 988 --  ---   ---  

80350.9 174.6 990 --  ---   ---  
0951.4 177.2 992 --  ---   ---  
1552.1 179.6 992 --  ---   ---  
2153.1 177.7 W 994 --  ---   ---   域外

04日08時頃、長崎市付近に上陸した。
04日12時過ぎ、愛媛県宇和島市付近に上陸した。
04日17時前、和歌山県田辺市付近に上陸した。

（日本時） 中心位置
暴風域半径 強風域半径

大きさ・強さ 等

月 日 時 緯度 経度 大きさ 強さ
km km
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資料2-1 降水量分布図（アメダス） 

 
１．全期間（6月7日から7月27日） 

 ○総降水量 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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 ○総降水量と月降水量の平年値（6月と7月の合計値）との比較分布図 

  

 

 

 

 
  

 

 

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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２．災害の発生した主な期間 

① 6月19日から21日にかけての近畿地方及び東海地方を中心とする大雨 

   ○期間降水量分布図 

 

   ○最大１時間降水量分布図 

  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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 ② 6月29日から30日にかけての九州北部地方の大雨 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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③ 7月1日から4日にかけての北陸地方を中心とする大雨及び台風第3号による大雨等 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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④ 平成29年7月九州北部豪雨及び中国地方を中心とする大雨（7月5日から6日） 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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⑤ 7月12日から14日にかけての東海地方を中心とする大雨 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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⑥ 7月16日から18日にかけての北陸地方及び東北南部を中心とする大雨 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

 
  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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⑦ 7月22日から26日にかけての東北地方を中心とする大雨 

   ○期間降水量分布図 

 
   ○最大１時間降水量分布図 

  

                                                   
※上位５地点については、地点名・値を記載 
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資料2-2 日降水量分布図（解析雨量） 

 

   

   

   

   
  

 

  

 

                                                   
※解析雨量とは、気象レーダーとアメダス等の雨量計を組み合わせて、雨量分布を1km四方の細かさで解析したもの 

6月7日 6月8日 6月9日 

6月10日 6月11日 6月12日 

6月13日 6月14日 6月15日 

6月16日 6月17日 6月18日 
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6月19日 6月20日 6月21日 

6月22日 6月23日 6月24日 

6月25日 6月26日 6月27日 

6月28日 6月29日 6月30日 
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7月1日 7月2日 7月3日 

7月4日 7月5日 7月6日 

7月7日 7月8日 7月9日 

7月10日 7月11日 7月12日 
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7月13日 7月14日 7月15日 

7月16日 7月17日 7月18日 

7月19日 7月20日 7月21日 

7月22日 7月23日 7月24日 
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7月25日 7月26日 7月27日 
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資料2-3 １時間降水量分布図（解析雨量）及び危険度分布の状況 

 
6月7日から7月27日の期間中に発生した顕著な気象現象の期間中に、危険度が特に高まった期間・地域を掲載している。 

 

① 6月19日から21日にかけての西日本を中心とする大雨 

  

 

 

                                                   
※危険度分布とは、土砂災害、浸水害、洪水害の発生する危険度の高まりを５段階に色分けして地図表示した情報 

解析雨量（１時間） 
土砂災害警戒判定メッシュ情報
（土砂災害の危険度分布） 

浸水害の危険度分布 洪水警報の危険度分布 

    

    

    

    

 

  

 

6月21日8時 

6月21日9時 

6月21日10時 

6月21日11時 




